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令和２年塩尻市議会３月定例会 

総務生活委員会会議録 
 

○日  時 令和２年３月５日（木） 午前１０時００分 

○場  所 全員協議会室 

○審査事項 

議案第 １号 塩尻市手数料徴収条例及び塩尻市行政不服審査法施行条例の一部を改正する条例 

議案第 ２号 塩尻市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例 

議案第 ３号 塩尻市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 

議案第 ４号 塩尻市監査委員条例の一部を改正する条例 

議案第 ５号 塩尻市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

議案第 ６号 塩尻市基金条例の一部を改正する条例 

議案第 ７号 塩尻市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第１２号 農業委員会委員の任命について 

議案第１４号 財産の無償譲渡について 

議案第１６号 楢川地区デジタル同報系防災行政無線整備工事請負契約の変更契約の締結について 

議案第１７号 令和２年度塩尻市一般会計予算中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費（１項総務管理費

１４目市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費７目国民健康保険総務費、

８目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費、４款衛生費（１項保健衛生費１目保健衛

生総務費、２目予防費、３目保健対策費、４目母子保健費、６目環境保全費のうち合併処理浄

化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費を除く）、９款消防費、１２款公債費、１３款予

備費、第２条債務負担行為、第３条地方債、第４条一時借入金、第５条歳出予算の流用 

○出席委員・議員 

委員長  平間  正治 君        副委員長  樋口 千代子 君 

委員  永田  公由 君          委員  山口  恵子 君 

委員  横沢  英一 君          委員  小澤  彰一 君 

議長  丸山  寿子 君           

○欠席委員 

       なし 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

       別紙名簿のとおり 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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○議会事務局職員 

       議会事務局長   横山  文明 君   議会事務局次長   赤津  廣子 君 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

午前９時５８分 開会 

○委員長 皆さん、おはようございます。ちょっと時間、定刻より早いですが、皆さんおそろいだと思いますの

で、ただいまから３月定例会総務生活委員会を開会いたします。本日の委員会は、委員全員出席をしております。 

 それでは、審査に入ります前に理事者から挨拶があればお願いいたします。 

─────────────────────────────────── 

理事者挨拶 

○副市長 おはようございます。総務生活委員会をお開きいただきまして、ありがとうございます。御提案を申

し上げてありますとおり、新年度予算ほか、よろしく御審査をいただきまして、原案どおりお認めいただければ

大変幸甚に存じます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○委員長 では、本日の日程を申し上げます。当委員会に付託された議案につきましては、別紙委員会付託案件

表のとおりでありますが、詳細について副委員長から申し上げます。 

○副委員長 おはようございます。今回の委員会は、本日とあすの２日間にわたり審査を行います。なお、今委

員会での視察及び懇親会は行いません。また、定例会最終日でございますが、１９日の懇親会につきましては、

新型コロナウイルス感染を回避するため中止となりましたのでよろしくお願いいたします。以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。それでは、ただいまから議案の審査を行います。円滑な議事進行のために

簡潔明瞭な説明、質問、答弁をお願いいたします。また、発言に際しましては必ずマイクの使用をお願いいたし

ます。それと年度末で大変お忙しい中だと思いますし、マスクの方も大勢見られますので、時節柄必要な職員さ

ん残っていただいて、入れかわりをどうぞお願いいたします。 

─────────────────────────────────── 

議案第１号 塩尻市手数料徴収条例及び塩尻市行政不服審査法施行条例の一部を改正する条例 

○委員長 それでは、議案第１号塩尻市手数料徴収条例及び塩尻市行政不服審査法施行条例の一部を改正する条

例を議題といたします。説明を求めます。 

○市民課長 それでは、議案第１号塩尻市手数料徴収条例及び塩尻市行政不服審査法施行条例の一部を改正する

条例について説明させていただきます。議案関係資料になりますけれども、１ページをお願いいたします。 

 １番の提案理由にありますように、「情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに

行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等の一部を改

正する法律」、ちょっと長いんですが、以下デジタル手続法と略させていただきますが、その法律の公布によりま

して住民基本台帳の一部が改正されたことに伴い必要な改正をするものでございます。 

 改正の概要につきましては、デジタル手続法の改正によりまして住民票等を消除した後の除票の位置づけや保

存方法等が明確化されたことから、塩尻市手数料徴収条例に住民票の除票及び戸籍の附票の除票の写しに係る手

数料を新たに定めるものです。あわせまして塩尻市行政不服審査法施行条例において引用している法律の題名及

び条項を改めるものです。 
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 条例の新旧対照表ですが、次の２ページをお願いいたします。別表第１中、現行では住民票または戸籍の附票

の写しのみが規定されておりましたが、改正案のとおり、そこに住民票の除票と戸籍の附票の除票の写しを追加

したものであります。 

 また、次の３ページには、別表備考の２項にありますように、右にある現行を引用している法律の題名が左の

改正案のように改められたことから、題名と条項を変更するものであります。 

 １ページに戻っていただきまして、本条例の施行は公布の日から施行するものです。説明は以上となります。 

○委員長 それでは質疑を行います。委員の皆さんから質問はございますか。 

○永田公由委員 今までは除票の写しというのは無料だったんですか。 

○市民課長 戸籍の除票も住民票と同じように３００円を徴収しておりました。条例の中には、住民票または戸

籍の附票の写しと同等のものと考えて３００円を徴収しておりました。 

○永田公由委員 今度はこれを入れたということだね。 

○市民課長 そうです。明記したということになります。 

○委員長 ほかには。 

○山口恵子委員 法律の改正によってこのようになるということですけれども、３００円の料金というのはもう

法で定められた料金なのか、自治体ごとに違いがあるのかを教えてください。 

○市民課長 住民票の関係につきましては市町村それぞれで定めることになっておりますので、戸籍は法で決ま

っておりますけれども、住民票は市町村でそれぞれ定めておりまして、塩尻は３００円という規定にしておりま

す。 

○委員長 よろしいですか。 

 ほかにはよろしいですかね。それでは、質疑を終了します。 

 自由討議を行います。ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第１号塩尻市手数料徴収条例及び塩尻市行政不服審査法施行条例の一部を改

正する条例につきましては、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１号につきましては、全員一致をもって可決すべきものと決しました。それ

では、次に進みます。 

────────────────────────────────── 

議案第２号 塩尻市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例 

○委員長 議案第２号塩尻市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。説

明を求めます。 

○総務人事課長 それでは、議案第２号塩尻市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例につき

まして議案関係資料で説明をさせていただきたいと思いますので、４ページをごらんください。 
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 まず、１の提案理由でございますけれども、監査委員と福祉委員の報酬を見直すことに伴いまして必要な改正

をさせていただくものです。 

 次に、２の概要になりますが、監査委員と福祉委員の報酬を引き上げるものでございまして、監査委員につき

ましては２月７日開催の議員全員協議会で報告をさせていただきましたが、監査制度の充実強化の推進のため地

方自治法が改正され、監査基準の策定が義務化されたことによりまして監査の質が上がるとともに事務量の増大

が予想され、監査委員の負担とそれから責任が大きくなることから、県内の状況も参考にさせていただく中で報

酬額を引き上げるものでございます。 

 また、福祉委員につきましては、福祉委員は市の規則に基づきまして民生委員が兼任をしていただいておりま

すけれども、民生委員・児童委員の業務内容が多岐にわたっており、重責であるということ、またその活動費が

業務内容と比較して少額であることから、兼務をいただいている福祉委員の報酬を改定することで業務を担って

いただきやすい環境を整えたいものでございます。これにつきましても、県内の状況と比較をすると委員長、副

委員長の報酬額が少ないことから、平均額になるように見直しをさせていただくものでございます。 

 詳細につきましては、次ページの新旧対照表で説明をさせていただきます。右側が現行、左側が改正案になり

ます。まず、監査委員ですが、現行では議会の議員のうちから選任された委員と識見を有する者のうちから選任

された委員で、報酬額はそれぞれ５万４，３００円、９万６，０００円となってございますけれども、識見を有

する者のうちから選任された委員のうち代表監査委員としての報酬を別に設けるとともに報酬額を月額１０万４，

０００円とし、識見を有する者のうちから選任された委員を２，０００円増の９万８，０００円に、それから議

会の議員のうちから選任された委員につきましては７００円増の５万５，０００円にさせていただきたいもので

ございます。 

 次に、福祉委員でございますけれども、委員長は現行年額８万９，０００円を１万５，０００円増の１０万４，

０００円に、それから副委員長は現行８万円を５，０００円増の８万５，０００円に、委員につきましては現行

７万６，０００円を４，０００円増の８万円にさせていただきたいものです。 

 ページをお戻りいただきまして、４の条例の施行等につきましては、令和２年４月１日から施行するものでご

ざいます。説明につきましては以上でございます。 

○委員長 質疑を行います。委員の皆さんから質問はございますか。 

○横沢英一委員 金額のことなんですが、先ほどの説明の中では他市の状況と比較して求められたというような

ことでございますが、何か算出根拠等があったら教えていただきたいと思いますが、お願いします。 

○総務人事課長 監査委員につきましては監査委員会事務局長から、それから福祉委員につきましては本日福祉

課長が出席をさせていただいておりますので、答弁させていただいてもよろしいでしょうか。 

○委員長 はい。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 監査委員の報酬につきましては、昨年の４月１日調べの１９市の状況

でございますが、それぞれ各市によって報酬が違いまして、一番高いのが現在岡谷市の１８万２，０００円から

今一番低いところで飯山市の６万１，０００円という状況ではございます。それぞれの市にその根拠の状況等を

聞きましたところ、積み上げてある市、それから人口等に合わせて状況を見て金額を決めた市とまちまちでござ

いましたが、我が市においては今現在１９市中８番目の状況でございます。その中から同じ人口比であれば伊那
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市が実は７番目でございますが、そういった中からと、近隣市の特に松本市等の報酬額等も勘案しまして確定し

たところでございます。また１点追加の説明とさせていただきますが、代表監査委員と監査委員の金額を分けて

いる市は１９市中６市ということになっておりますので、うちの市が分けると７市という形になりますのでよろ

しくお願いいたします。 

○福祉課長 それでは、福祉委員の報酬について答弁させていただきます。福祉委員につきましても１９市の状

況を見まして積算をさせていただいております。改訂前の金額になりますけれども、委員長の金額につきまして

は１９市の中では１２番目という形の金額となっております。また副委員長については８番目、一般の委員につ

いては６番目という形の金額でございました。職務の量から勘案しますと委員長の報酬が他市に比べて低いとい

う状況がありましたので、これを一般の委員の水準と同じ程度に上げるというところから委員長の金額を１万５，

０００円の増、副委員長の金額を５，０００円の増というような形で積算をさせていただいております。 

○委員長 質疑を行いますが、委員の皆さんから質問はございますか。 

○山口恵子委員 福祉委員についてお聞きします。民生委員が兼任をするということですが、仕事の内容として

民生委員としての仕事と福祉委員としての仕事でどのような違いがあるのかお聞きします。 

○福祉課長 まず改選前まででございますが、福祉委員につきましては塩尻市からと塩尻市の社会福祉協議会か

らも委嘱をしておりました。今回の改選に伴いまして塩尻市社会福祉協議会は民生委員に対して福祉委員を委嘱

しないということになっております。塩尻市といたしまして民生委員に福祉委員としての仕事をお願いする部分

でございますが、民生児童委員につきましては、地域の課題を抱える方等についての訪問活動や見守り活動を主

にやっていただいております。市としましては、民生委員が把握した情報を市の事業につなげていただく、また

市のほうからお願いする市で実施しております事業に協力していただくという部分では福祉委員としての活動と

いうふうに考えております。 

○委員長 いいですか。ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 よろしいですか。それでは自由討議を行いますが、何か御意見があったら。よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので討論を行いますが、ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第２号塩尻市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第２号については全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

────────────────────────────────── 

議案第３号 塩尻市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 

○委員長 次に、議案第３号塩尻市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

説明を求めます。 

○総務人事課長 それでは、議案第３号塩尻市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例についてお
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願いをいたします。議案関係資料で説明をさせていただきますので、６ページをお開きください。 

 まず、１の提案理由でございますが、「地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律」が令和２年４月１

日から施行されることから必要な改正を行うものでございます。 

 ２の概要につきましては、令和２年４月１日から会計年度任用職員制度が始まることに伴いまして、その服務

の宣誓に係る規定を加えるものでございます。 

 ３の条例の新旧対照表でございますが、こちらで説明をさせていただきたいと思いますので、次ページをごら

んください。右側が現行、職員の服務の宣誓でございますが、第３条になります。新たに職員となった者は上級

の公務員の面前において宣誓書に署名をしてからでないとその職務を行ってはならないというふうにされており

ます。これにつきましては、会計年度任用職員につきましても令和２年４月１日から一般職となることから、こ

ちらの該当となりまして、本来ですと会計年度ごと、つまり毎年この宣誓を行う必要が出てまいります。しかし

これによりまして会計年度任用職員の負担が大きくなること、それから国の運用マニュアルにおきまして署名し

た宣誓書の提出でよいこと、それから採用時に宣誓の署名を行った場合はこれをもって次年度以降も行ったこと

とみなすというふうにされておりまして、左側改正案の第３条第２項の下線部分になりますけれども、この会計

年度任用職員につきましては別段の定めをすることができることを明記をしまして、採用となった初年度のみの

署名をもってかえられるよう運用を図るものでございます。 

 ６ページに戻っていただきまして、４の条例の施行等になりますが、令和２年４月１日から施行とするもので

ございます。説明につきましては以上です。 

○委員長 質疑を行います。委員の皆さんから質問はございますか。 

○永田公由委員 できればこの宣誓書というのをちょっと見せてもらえればありがたいけど。 

○総務人事課長 そうしましたら、後ほどお配りするということでもよろしいでしょうか。 

○委員長 よろしいですね。 

○総務人事課長 では、内容だけ読ませていただきます。 

私は塩尻市の、その後にそれぞれの職務が入りますが、それとして採用されるに当たり、勤務条件通知書等の

内容を理解し承諾をします。また勤務については職務上知り得た秘密を漏らさない等の服務規律を守るほか、法

令、条例、規則等を遵守し、所属長の指示に従って誠実かつ公正に職務を執行することを固く誓います。なお、

次の場合は採用の取り消しを受けても異存ありません。１、貴市に提出した履歴書及び面接時の口述事項等と相

違する事実が判明した場合。２、市税、上下水道料金等の滞納の事実が発生し、市職員として適格でないと知事

が認めた場合。選考時の提出書類の記載事項について異動または変更があったときは遅滞なく貴市に連絡をいた

します。 

それで、その後に宣誓日と誓約者ということで所属、住所、氏名の署名をしていただくというような形になっ

ております。 

○委員長 では、宣誓書は後ほどそれぞれに配付を願います。ほかにございますか。 

○小澤彰一委員 ちょっと確認なんですけれども、会計年度職員というのは年度いっぱいという方も当然多くい

らっしゃると思いますが、中断期間のある方というのはいらっしゃるんですか。 

○総務人事課長 職務にもよりますけれども、基本的には単年ごとの任用という形になりますので、途中で中断
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ということはまず想定されないというふうに考えております。 

○小澤彰一委員 例えば産休、育休代替職員、こういう方は中断とは認めないですか。 

○総務人事課長 それぞれにつきまして産休、育休等は該当にはなりますので、それを中断というと中断になる

のかもしれませんが、市の職員としての立場というものはそのまま存続されておりますので、基本的には継続と

いう形で考えております。 

○委員長 よろしいですか。ほかにございますか。よろしいですか。 

〔「はい」の声あり〕 

○委員長 それでは、質疑を終了して自由討議を行います。ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第３号塩尻市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例につきま

しては、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第３号につきましては、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第４号 塩尻市監査委員条例の一部を改正する条例 

○委員長 次に、議案第４号塩尻市監査委員条例の一部を改正する条例を議題といたします。説明を求めます。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 それでは、議案第４号塩尻市監査委員条例の一部を改正する条例につ

いてよろしくお願いいたします。議案関係資料８ページをお願いいたします。 

 提案理由でございますが、「地方自治法等の一部を改正する法律」が令和２年４月１日から施行されることに伴

い必要な改正をするものでございます。 

 ２の概要ですが、引用している法律の条項を定めるものでございまして、自治法の改正に伴いまして２４３条

に１条が加わるということで、条ずれという形での改正になりますのでよろしくお願いいたします。 

 条例の新旧対照表でございますが、９ページの対照表をお願いをしたいと思います。現行、監査委員条例の中

にあります第４条の次条の引用しております第２４３条の２第３項が１条追加されることに伴いまして改正で、

第２４３条の２の２第３項となる改正でございますのでよろしくお願いいたします。 

 条例の施行等につきましては令和２年４月１日から施行するものとなります。私からの説明は以上になります。

よろしくお願いします。 

○委員長 質疑を行います。委員の皆さんから質問ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 よろしいですか。 

 それでは、自由討議を行います。ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 議案に対する討論を行います。ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第４号塩尻市監査委員条例の一部を改正する条例につきましては、原案のと
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おり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第４号につきましては、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第５号 塩尻市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

○委員長 次に、議案第５号塩尻市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

説明を求めます。 

○市民課長 それでは、議案第５号塩尻市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について説明

をさせていただきます。議案関係資料の１０ページをお願いいたします。 

 提案理由は、１にありますように成年被後見人の権利の制限に係る措置の適正化を図るため必要な改正をする

ものであります。 

 改正の概要につきましては、印鑑の登録の資格に係る規定を改めるものです。 

 条例の新旧対照表ですが、１１ページをごらんいただきたいと思います。新旧対照表を見ていただくのが一番

わかりやすいかと思いますけれども、ここにありますように、第２条第２項の規定におきまして、現行では成年

被後見人におきましては印鑑の登録を受けることができないことになっておりますが、一定の要件を満たせば印

鑑登録が受けられることになったことから、国の事務処理要領の改正に合わせ成年被後見人の表記を意思能力を

有しない者に改めるものであります。 

 前のページにお戻りいただきまして、本条例の施行は、公布の日から施行するものであります。説明は以上で

す。 

○委員長 質疑を行います。質問、ございますか。 

○永田公由委員 成年被後見人であっても、今度はある程度意思の表示ができる人は印鑑登録が自分でできると

いうことですか。 

○市民課長 その一定の要件になりますけれども、成年被後見人でありましても法定代理人が同行しており、か

つ当該成年被後見人本人による申請があるときは、当該成年被後見人は意思能力を有する者とみなして申請を受

けつけることとして差し支えないということで国のほうで事務処理要領が出ましたので改正をさせていだだきた

いものです。 

○永田公由委員 わかりました。 

○委員長 ほかにはよろしいですか。いいですか。 

それでは質疑を終了します。自由討議を行います。ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、次に議案に対する討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第５号塩尻市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例につき

ましては、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 



9 

 

○委員長 異議なしと認め、議案第５号につきましては、全員一致をもちまして可決すべきものと決しました。

次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第６号 塩尻市基金条例の一部を改正する条例 

○委員長 議案第６号塩尻市基金条例の一部を改正する条例を議題といたします。説明を求めます。 

○財政課長 それでは、議案第６号塩尻市基金条例の一部を改正する条例につきまして御説明を申し上げます。

議案関係資料の１２ページをごらんをいただきたいと思います。１の提案理由でございます。循環型社会推進基

金を設置することに伴いまして、必要な改正をするものでございます。 

２の概要でございますけれども、地域資源を有効に活用した循環型社会の推進を図るために要する費用の財源

に充てることを目的として、新たに循環型社会推進基金を設けるものでございます。 

新旧対照表につきましては、１３ページをごらんをいただきたいと思います。この新旧対照表の左側が改正案

でございますけれども、別表にアンダーラインのとおりでございますけれども、循環型社会推進基金を加えるも

のでございます。目的及び使途につきましては、先ほど申し上げたとおりでございます。この基金の原資につき

ましては、昨日、一般社団法人塩尻市森林公社から１，７００万円の寄附をいただいたところでございます。そ

れを今回、御提案を申し上げました一般会計補正予算に基金の積み立てを計上したところでございますのでお願

いいたします。また、活用方法につきましては、御承知のことと存じますけれども、地区防犯灯のＬＥＤ化の促

進を図るための補助金、補助要綱の整備を現在進めているというところでございます。 

１２ページにお戻りをいただきまして、条例の施行等でございます。こちらにつきましては、公布の日から施

行するものでございます。説明は以上でございます。 

○委員長 質疑を行います。質問等ございますか。 

○永田公由委員 これは、あえて、この基金をつくったということは、継続して、これからもここへ寄附が続く

という前提に立って、これをつくったわけですか。 

○財政課長 寄附につきましては、相手があることでございますので明確なお答えができませんが、一応、その

ような、ある程度の見込みがあるということと、また、本会議でもお答えを申し上げましたとおり、それが不足

する場合においては、ふるさと基金等運営、別の積み立て財源を検討していきたいというふうに考えております。 

○永田公由委員 何か、あえて、これをつくらなければいけない理由というのが、よく、はっきり理解できない

のだけれども、これを、あえてつくった理由というのを、もう少しわかりやすく説明してもらえる。 

○財政課長 これまで、塩尻市におきましては、森林再生を含めまして、さまざまな取り組みを行ってきたとこ

ろであります。そういった中で、昨年１２月定例会において、今、御質問があったように、これからバイオマス

の発電等が始まる中で、そういったものを地域に還元をできないかというところを検討していく過程で、クリー

ンな電力を地域で地産地消できるというような仕組みをつくるために、今回、このような基金を造成しまして、

循環させていくというような目的で設置を御提案を申し上げたところでございます。 

○永田公由委員 わかったような、わからないような。委員長、もう一回。さっき、課長の説明だと、ＬＥＤ化

に対してその補助をしていくという話だった。これは、あくまでも、それに限るわけですか。ほかの循環型社会

の推進にかかわるようなものには出していかないということですか。ではなくて、広く出すという理解でいいの
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か。 

○財政課長 当面、想定しているものにつきましては、先ほど申し上げました地区防犯灯のＬＥＤ化ということ

でございますけれども、ただ、その先につきましては、さらに幅広い活用を検討する中で、こういった基金の名

称とさせていただいたところでございますので、その辺については、また今後の検討課題としております。以上

でございます。 

○永田公由委員 いいです。 

○小澤彰一委員 昨日の中村議員の質問の中で、私、よくわからない点があったのだけれども、今までＬＥＤ化

を自前でもって努力をして街灯などに設置してきた区と、これから入れようとするところに対する補助との間の

損が生ずるだろうということで、面倒なことだというふうに思ったのですけれども、この運用規定だとか、そこ

ら辺のところの見通しみたいなのは、どういうふうにお考えになっていますか。 

○地域振興課長 各区のＬＥＤ化につきましては、区によって進んでいる区と、遅れているか、手がつけられな

い区とあります。先行してＬＥＤ化することによって、ＬＥＤ化にかかわる電気料を補助していく予定ですので、

その分、メリットがあると言いますか、そういう状況にあると思います。遅れている区につきましては、どうし

ても自主的な財源等の理由もあるものですから、ＬＥＤ化改修にかかわる補助を上乗せしてＬＥＤ化を推進する

ような形で、全市的にＬＥＤ化が同じように進むような形で要綱のほうを整備していきたいというふうに考えて

おります。 

○小澤彰一委員 多分、面倒な手続きだと思いますけれども、ぜひ、進めていただきたいと思うのですが、この

運用の規定というのですか、決まりみたいなことというのは別に提案されるのでしょうか。 

○地域振興課長 今現在、補助金の交付要綱がありますので、それを改正することによって対応していきたいと

いうふうに考えております。 

○委員長 ほかには。 

○山口恵子委員 関連なのですけれども、現在、市内６６地区があって、地区ごとにＬＥＤ化の推進、進みぐあ

いが違うと思うのですけれども、この基金を使って電気料を賄う場合、金額で地区ごとの差、たくさんいく地区

と、余りいかない地区との差がどのぐらいなのか、もし、数字でわかれば教えていただきたいと思います。 

○地域振興課長 今、具体的な数字が手元にはございませんが、改めて答弁させていただきます。 

○山口恵子委員 先ほどの目的というか、地区への還元率を、やはり推進していくということなので、現状を教

えていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

○市民生活事業部長 具体的な数字がないということなのですけれども、きのう、中村議員のほうからも御質問

の中でありましたけれども、吉田区は年間で１５０万円ぐらいを負担しているということでございまして、吉田

区は、ほぼ１００％に近いＬＥＤ化率になっておりますので、吉田区の例でいきますと１５０万円くらい。ただ、

区によっては、ＬＥＤ化にほとんどなっていないところがありますので、そちらの区にはゼロというような形に

なろうかと思います。以上です。 

○委員長 ほかにはございますか。 

一点、いいですか。確認だけさせていただきますけれども、地域資源を有効に活用した循環型社会の推進とあ

りますが、この地域資源を有効に活用したというのは、どういう範囲を、どこまで想定されているのか。 
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○財政課長 この地域資源を有効にというのは、これまで電力の買取等を行っております小水力の発電であった

り、太陽光、また、この１０月から始まる予定となっております木質バイオマスなど、自然の資源などを地域資

源として活用していくということを想定をしているところでございます。 

○委員長 今、言った範囲で、ほかに想定されるものはないというわけですか。 

○財政課長 想定の範囲の中では、今は申し上げたとおりのものでございますし、また、今年度、新たなものが

出てくるようであれば、そういったものも活用は考えていきたいと思います。 

○委員長 ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 それでは質疑を終了して、自由討議を行います。ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、次に議案に対する討論を行います。ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第６号塩尻市基金条例の一部を改正する条例につきましては、原案のとおり

認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第６号につきましては全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

────────────────────────────────── 

議案第７号 塩尻市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を改正する条例 

○委員長 次に、議案第７号塩尻市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を改正する条例を

議題といたします。説明を求めます。 

○経営戦略課長 では、議案第７号塩尻市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を改正する

条例につきまして説明を申し上げます。議案関係資料の１４ページをお願いいたします。この条例改正につきま

しては、まず本市では、平成１６年度に指定管理者制度を導入をしております。その後、平成２５年度には、外

部有識者によります指定管理者の候補者の選定審査を導入しているところであります。しかしながら、制度導入

から現在１５年が経過していること、また、他の自治体と同様に指定管理者を公募しても複数の応募がされるこ

とが少なく、競争の原理が働いていないのが現状となっております。指定管理者の指定を受けると、通常は５年

間、指定管理者による自己評価と担当課職員によります内部評価のみで外部有識者によります評価が行われてい

ないため、形骸化しつつあるという状況がございます。そこで、外部モニタリングを導入することに伴いまして、

必要な改正をするものでございます。 

それでは、議案関係資料に基づきまして説明を申し上げます。まず、１の提案理由になります。指定管理者の

管理をしております公の施設について、法律的な管理運営、住民サービスの向上等を図るため、外部有識者によ

ります専門的な評価を行うことに伴いまして、必要な改正をするものなどであります。 

２の概要につきましては、大きく２点ございます。１点目が、（１）の現在の塩尻市公の施設指定管理者選定審

査会の任務に、指定管理者が行う公の施設の管理運営に係る評価を行うことを加えまして、名称を塩尻市公の施

設指定管理者選定審査・評価委員会に改めるものであります。具体的には、市が施設の設置目的を達成するため、
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指定管理者が協定書、仕様書及び事業計画書を遵守し、施設の管理運営が適正に行われているかを確認するとと

もに、サービスの水準の向上、経費の縮減、安定した施設経営を行っておりますモニタリングに外部有識者によ

ります外部モニタリングを導入するものであります。今回、導入を予定しております外部有識者によります外部

モニタリングにつきましては、指定期間の中間年に行うもので、５年間の指定管理者期間の施設につきましては、

３年目に２年目の管理運営について評価を行うものとなっております。次に、２点目が、名称を変更いたします

塩尻市公の施設指定管理者選定審査評価委員会の委員の定数を、現在の７人以内から９人以内に改めるものであ

ります。具体的には、公平かつ適正な審査のために、施設の規模、特性等を踏まえまして、必要に応じまして、

選定審査に当たる委員を９人までふやして行うものであります。 

３の新旧対照表につきましては、後ほど説明を申し上げます。 

４の条例の施行等につきましては、この条例は令和２年４月１日から施行するものであります。 

では、１５ページをお願いをいたします。新旧対照表によりまして改正内容を説明を申し上げます。まず、第

４条第２項の改正につきましては、先ほど２の概要の（１）で説明を申し上げましたように、現行の審査会に新

たな任務を加えることに伴いまして、名称を改めるものであります。次の第５条は、地方自治法の兼業禁止に準

じた規定で指定管理者になることができない法人等を規定しておりますが、第２項の改正案の教育委員会にあっ

ては、教育長及び委員を加える改正につきましては地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する

法律が平成２７年４月１日に施行されたことによりまして、従来は教育長につきましては教育委員会の委員から

教育委員会で選出されることとなっておりましたが、法律の改正によりまして、教育委員会は教育長及び委員を

もって組織するということに改正がされました。これに伴いまして、市の委員会の委員では教育長は含まれない

ため改正を行うものであります。次に、第１２条第１項の改正につきましては、審査会の任務に指定管理者の候

補者の選定に加えまして公の施設の管理運営に係る評価を加えるために規定を加えるもので、外部有識者により

ます外部モニタリングを可能とし、それにあわせまして名称と略称を改めるものであります。 

おめくりいただきまして、１６ページをお願いいたします。第１３条の改正につきましては、審査会の名称変

更に伴いまして、略称を改めるものと、委員の定数を７人以上から９人以内に改めるもので、こちらは、先ほど

概要の（２）で説明を申し上げましたように、公平かつ適正な指定管理者の候補者の選定審査を行うため、施設

の規模、特性等を踏まえまして、必要に応じまして、選定審査に当たる委員を９人までふやして行うものであり

ます。 

１７ページにつきましては、今回、改正の附則の第２項によりまして、塩尻市特別職の職員等の給与に関する

条例の一部を改正するものでございまして、塩尻市公の施設指定管理者選定審査会に委員の名称を改めることに

伴いまして改正を行うものであります。説明は以上であります。 

○委員長 質疑を行います。委員の皆さんから質問はございますか。 

○横沢英一委員 この中で、特に４条の２、評価委員会を入れるということなのですが、今までの公の施設指定

管理者の選定委員会の中でも、こういうことは当然申請者のほうからも、こういうふうにやりますとか、こうい

うふうになりますよとかというようなことは、申請書の中には相当書いてあったと思うのですが、それをしっか

りチェックをして、そして、それを評点にしていくということなのですか。 

○経営戦略課長 今までにつきましては、選定審査の際に、そういった書類等につきまして審査を行っておりま
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す。ただそれが、指定期間が５年、または７年の期間につきましては、内部評価または指定管理者自身による自

己評価というのが行われておりまして、外部有識者による視点が入っておりませんでした。それを今回、例えば

５年であれば２年が終わった時点で３年目に外部有識者に入っていただいて、どういう状況であるかということ

を財務状況も含めて見ていただく、評価をしていただくというための制度として加えるものであります。 

○委員長 よろしいですか。 

○永田公由委員 この現在の７人の方の個人名はいいのだけれど、どういった方がなっているかというのを教え

てください。 

○経営戦略課長 まず、外部有識者の５人につきましては、まず、民間シンクタンクの方、こちらは、シンクタ

ンクの調査部長に入っていただいております。もう一人が市内金融機関の地銀の支店長、あと社会保険労務士、

あとは地元大学の行政法律専門家の方、あとは人権擁護委員の方、こちらの５名が識見を有する者の５人となっ

ております。それ以外に、内部職員といたしまして副市長と、その施設を担当する、所管をする部長が入って７

名となっております。 

○永田公由委員 それで、今度はその外部有識者というのはどういった方を予定されているわけですか。 

○経営戦略課長 外部有識者につきましては、今の委員の方をそのままお願いをいたしまして、選定審査も行っ

ていただきますし、評価につきましても同様の委員の方にお願いをするというものであります。 

○永田公由委員 今度、２人ふえるのでは。 

○経営戦略課長 その２人につきましては、今回、想定をされておりますのは、新体育館の選定審査のときに２

名ふやして行いたいということで、２名をふやすという改正を行うものであります。その２人につきましては、

そちらの新体育館の建設工事の工事管理を行っている一級建築士の方、もう一人は新体育館の建設懇話会の委員

で基本設計の際に意見聴取を行った方にお願いできればということで、今、調整を行っているところであります。 

○委員長 よろしいですか。ほかにございますか。 

○副委員長 今、指定管理を受けているところも、これから中間年にやるということでしょうか。 

○経営戦略課長 現在、指定管理を行っている施設、３０施設ございます。そちらにつきましても行ってまいり

ますけれども、全てではなくて、行う施設につきましては、例えば、介護施設、介護交流施設、各区等が管理を

行っている指定管理施設、そういったものにつきましては該当はしないというふうに考えております。 

○副委員長 もう一度、該当しない施設を。 

○経営戦略課長 塩尻市の介護予防交流施設、例えば、桟敷区とか本山区、大門三番町、四番町が指定管理とな

っている施設等につきましては今回除外をしていきたいと考ておりますし、あと、公営住宅、長野県の住宅供給

公社に指定管理をお願いしている施設につきましては今回対象外というふうに考えております。 

○副委員長 社会福祉協議会の関係なのですけれども、今の委員の中に福祉に精通した方がいらっしゃらないと

いうことが心配でして、外部モニタリングの導入は非常に神経を使うのですけれども、福祉系の皆さんはそうい

う神経の使い方になれていませんので、やはり事前にしっかり説明していただくとか、やはり福祉系のことが理

解できる方をぜひ審査会のメンバーに加えていただきたいと思います。 

○経営戦略課長 わかりました。今度の委員の委嘱の際には、そういった部分も考慮していきたいと考えており

ますのでお願いいたします。 
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○委員長 ほかにございますか。よろしいですか。 

それでは、質疑を終了して自由討議を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、次に議案に対する討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第７号塩尻市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を改

正する条例につきましては、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第７号につきましては全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

それでは、ここで１１時まで休憩といたします。 

午前１０時４９分 休憩 

――――――――――― 

午前１０時５７分 再開 

○委員長 休憩を解いて再開をいたします。 

○総務人事課長 先ほど永田委員から御質問がございました議案第３号塩尻市職員の服務の宣誓に関する条例

の一部を改正する条例の関連資料、配付をさせていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

○委員長 はい。 

〔資料配付中〕 

○委員長 これについては、よろしいですか。 

────────────────────────────────── 

議案第１２号 農業委員会委員の任命について 

○委員長 それでは、次に議案第１２号塩尻市農業委員会委員の任命についてを議題といたします。説明を求め

ます。 

○総務人事課長 それでは、議案第１２号農業委員会委員の任命についてをお願いいたします。議案関係資料で

説明をさせていただきますので２７ページをお開きください。まず、１の提案理由でございますが、農業委員会

委員の任命につきまして、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により議会の同意を求めるものでござ

います。２の概要でございますけれども、農業委員会の委員１９氏が令和２年３月１９日に任期満了となること

に伴いまして、次の１９氏を適任者と認め任命しようとするものでございます。お名前を申し上げます。塚原一

郎氏、塩原正氏、三村明一氏、塩原令子氏、平林金一郎氏、山﨑憲一氏、以上６名が再任でございます。続きま

して、増田利司氏、川窪澄人氏、竹原均氏、河野秀夫氏、小原祐司氏、西村規男氏、伊藤正彦氏、伊藤正光氏、

酒井芳文氏、赤堀次男氏、神戸博氏、小澤博子氏、小林恵氏、以上１３氏が新任となっております。なお、任期

につきましては、令和２年３月２０日から令和５年３月１９日の３年間となっております。次に３の略歴書につ

きましては、別記のとおりでございますので御確認をいただければと思います。説明につきましては以上でござ

います。 

○委員長 質疑を行います。委員の皆さんから質問はございますか。 
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○永田公由委員 教えてもらいたいのだけれども、前の法律改正で選挙から市長が任命するようになって、その

農業委員１９人のうち１人は農業に全く関係のない農家でない方を入れなさいという規則、決まりができて、今

回も小林さんという方が入っていると思うのだけれども、その理由というか、どうして１人だけ入れなければい

けないか、その理由を教えてもらいたい。 

○総務人事課長 農業委員会事務局長が出席をさせていただいておりますので、答弁させていただいてもよろし

いでしょうか。 

○委員長 はい。 

○農業委員会事務局長 お疲れさまです。ただいまの御質問ですけれども、前回、平成２８年の農業委員会法の

改正の中で、法律の中で農業委員会の所掌に属する事項に関して利害関係を有しない者が含まれるようにしなけ

ればならないと法律の中で決められておりまして、こちらは１人というわけではなくて１人以上含めるようにと

いうふうになっております。ただ、余りそういう方が多くなりますと、今度は農業委員さんの、要は農地の知識

を持っている方のほうの人数が減ってしまいますので、塩尻市としては１名ということにさせていただいており

ます。なお、こちらのほうは、規定のほうで１名というふうになっております。 

○永田公由委員 国が決めたことだからやらなければいけないということはわかるのだけれど、変な話だけれど、

例えば、あとの１８人は全部農業をやったり農地を持っていたり農協ともかかわりがある皆さんで、全く小林さ

んという方、多分、サラリーマンの奥さんだと思うのだけれども、この方が、例えば会議なんかに行って何をさ

せようとしているのかというのが、国ではこういう方を入れて、その方に何をしてもらおうと思っているのかと

いうのは、そういった説明はありましたか。 

○農業委員会事務局長 今も１人、小池委員さんが同じようにやられて、やはり最初は何をしているのかわから

ないということでおっしゃってらっしゃったのですけれども、一応、今回新しくなる方にも、農業委員会の仕事

を全部内容等を説明いたしまして、その中で、本当に農家さんでは当たり前のことだけれど、農家さん以外の方

では不思議に思うようなことがたくさんあると思います。その辺については、周りは一般常識だということでも、

とにかくわからないことは聞いてもらって、要は、偏った考えにならないようにという、そういうことでお願い

しているものでございます。 

○委員長 いいですか。ほかには。 

○小澤彰一委員 私もよくわからないですけれど、これ選任をされるときの資格みたいなものというのはどうい

うふうになっているのでしょうか。市長が任命する際、土地を持っているとか何か昔はあったと思うのですけれ

ど。 

○委員長 答弁お願いします。 

○農業委員会事務局長 基本的には農家ということでお願いしております。一応昔の選挙をやっていたときは、

資格としては１０アール以上、それから６２町耕作をしていることというのがございましたけれども、今は逆に

そういう縛り自体はありません。ただし、認定農業者を半数以上入れなさいという縛りはございます。以上でご

ざいます。 

○小澤彰一委員 非常につまらないことかもしれません。この名簿で並んでいる順番というのは何の順番で並ん

でいるのでしょうか。 
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○農業委員会事務局長 まず再任と新任というふうに分かれておりますけれども、そのほかの並びにつきまして

は、一応行政区の順番でやらせていただいております。議席とかの番号とか、また臨時会開きまして、そのとき

に決めるようにしておりますので、今こちらのほうに並んでいる順については、再任につきましても新任につき

ましても行政区順。それから最後、小澤博子さんと小林さんですが、小澤博子さんは団体推薦、農協から推薦し

ていただきましたのでここ、それから小林さんにつきましては、先ほど申しましたように第三者ということで、

こちらのほうに載せさせていただいてございます。 

○小澤彰一委員 私がその質問しましたのは、女性が３人しか入っていない。しかも、その女性の２人が一番末

尾に加えられている。これどういう意味なのかなと思ったものですから、失礼いたしました。 

それから、私ちょっと驚いたのが、再任される方６名はともかくとして、新任の方１３名いらっしゃる。です

から、１９人中１３名の方がおやめになって、新しく新任の方が１３名任命されたと思うのです。これだけ大量

に入れかわるということは通常あり得ることなのですか。 

○農業委員会事務局長 以前の選挙のころもなのですけれども、地区ごとに続ける場合と続けない場合ございま

して、今回は違うのですけれど、宗賀ですとか洗馬は割と１期でかわるという方が多くいらっしゃいます。今回

大勢かわっていますけれども、農業委員から推進委員になって残留される方も今回いらっしゃいます。 

○小澤彰一委員 農業委員の任務が過酷で耐えられないということでやめられたような方というのはいらっし

ゃるのですか。これだけ大量にやめられるということは何か理由があるのではないかと思ってしまうのですけれ

ど、いかかですか。 

○農業委員会事務局長 確かに体調が余りよくないということで、今回はもうこれでという方もいらっしゃるこ

とはいらっしゃいますけれども、基本的には地区からの推薦でお願いしておりますので、そちらのほうでまだや

りたいという御自分の御意思があれば続けていらっしゃる方もいらっしゃいますし、選ぶのは本当に地区からの

推薦でいただいておりますので、こちらから残ってくれとかということはございませんので、ということでよろ

しいでしょうか。 

○小澤彰一委員 選挙ではないので、何らかの選出基準がどこかにないと、市長だって選べないと思うのです。

やむなくやめられた、体調だとか、あるいは地区の順番でやめられたという理由でないような方というのは、こ

の中にいらっしゃるのですか。 

○農業委員会事務局長 選出につきましては、各地区にお任せしてしまっているものですから、そこまで深い理

由はわからないのですけれども、地区で持ち回りやっているというところもございますので、その関係で任期が

早いという方もいらっしゃいます。 

○小澤彰一委員 わかりました。 

○委員長 ほかには。 

○議長 まず１点は、これは地区によっての農業者の数か何かによって何人選ぶとかいうような配慮があるのか

どうか１点と、それから、女性は多分この中で３人かと思われますけれども、以前お聞きしたときには、努力し

て女性を入れるようにしているということはお聞きはしているのですが、他市の状況と、それから、そうはいっ

ても全体的の中ではまだ少ないと思うのですけれど、その辺に対する考え方を教えてください。 

○農業委員会事務局長 まず、農家の人数に対するということですけれども、一応地区の数でなるべく各地区に
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１人ずつ農業委員もしくは推進委員を置きましょうということで、人数割をしております。農家件数だけになり

ますと、全ての方が自分の出身のところで耕作しているわけではないものですから、人数でやってしまうと、ど

うしても洗馬のほうに偏りが出てしまったりということがございます。ですので、あくまで地区になるべく１人

ずつ置きたいという考えで人数をやらせていただいております。 

それから、女性の委員ですけれども、地区からの推薦の際になるべくということではお願いはしているところ

なのですけれども、なかなか引き受けていただけないというところが実情でございます。他市の状況について、

正確な数というのは把握してはいないのですけれども、どこの市町村でも女性の委員は少ないです。国のほうと

しても、なるべく入れなさい入れなさいということは言っているのですけれども、現実問題としてはなかなかや

っていただけないというところがございます。 

○議長 要望ですけれども、女性の農業者のほうが比率的には多い現状ですので、今後ふやしていただけるよう

な、何か工夫と努力をぜひお願いしたいと思います。 

○委員長 ほかには。 

 １点、要望といいますか質問兼ねてなのですが、農家でないところからも入れるということの趣旨は、また広

い範囲で農業を見てきましょうということになるかと思うのですが、その方は１期でかわったわけですよね。せ

めて１期ではなくて２期とかやれば、やってもらっている内容も仕事もわかるようになると思うのですが、１期

でかわった理由と今後もそういう形を継続していくということでしょうか。 

○農業委員会事務局長 今回も委員長がおっしゃったとおり、続けていただいたほうが経験や知識があるもので

すからいいという意見と、あと、先ほども言いましたけれども、公平性を保つためというのがあるものですから、

同じ人がずっとやるよりは人をかえて、委員長おっしゃられたように、広く意見をいただくためにはいろんな、

今回たまたま地区がかわったりですとか、人がかわったほうが広く意見をいただけるのではないかということが

ございまして、選挙をやらなくなってからまだこれで２回目ですので、まだ手探り状態な部分もございます。今

回につきましては、なるべく広く意見をいただくなら、人をかえたほうがいいのではないかということで小林さ

んにお願いさせていただいております。 

○委員長 それちょっと理論的に矛盾のあるところもあって、再任の方もいるので、必ずしも今のお答えという

のは該当しないと思うのですけれど、できるならば、何期も続けて長い間とはいわなくても、１期で理解できな

かったと言っているのですから、わかって理解をいただくようになるには、最低２期とか、期数決めるわけでは

ないでしょうけれど、そういう形のほうが広く意見を聞くという意味もあるけれども、熟度を増すという意味で

言えばそういったことも考えられると思うので、よく検討していただくように要望します。 

 自由討議を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案に対する討論を行います。ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第１２号塩尻市農業委員会委員の任命につきましては、原案のとおり認める

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○委員長 異議なしと認め、議案第１２号につきましては全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

────────────────────────────────── 

議案第１４号 財産の無償譲渡について 

○委員長 次に、議案第１４号財産の無償譲渡についてを議題といたします。説明を求めます。 

○生活環境課長 それでは、議案第１４号財産の無償譲渡についてです。議案会計資料４９ページをお願いいた

します。 

 提案理由でございますが、財産を無償で譲渡することについて、地方自治法第９６条第１項第６号の規定によ

り、議会の議決を求めるものであります。 

 概要につきましては、塩尻市大字塩尻町１２１３番地７の斎場用地の土地で、面積は３９３平方メートルであ

り、相手方は町区区長岩田敏夫氏となります。譲渡目的は、斎場の西側に古来より地域の共同墓地として利用さ

れてきた土地を実測したところ、一部斎場用地に墓石の建立があり、実測に合わせて、実際に管理をしている相

手方による適正な管理及び活用を図るものでございます。説明は以上です。 

○委員長 質疑を行います。委員の皆さんから質問はございますか。よろしいですか。 

 それでは、自由討議を行います。ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、討論を行います。ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第１４号財産の無償譲渡につきましては、原案のとおり認めることに御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１４号につきましては全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

────────────────────────────────── 

議案第１６号 楢川地区デジタル同報系防災行政無線整備工事請負契約の変更契約の締結について 

○委員長 次に、議案第１６号楢川地区デジタル同報系防災行政無線整備工事請負契約の変更契約の締結につい

てを議題といたします。説明を求めます。 

○危機管理課長 それでは、議案第１６号楢川地区デジタル同報系防災行政無線整備工事請負契約の変更契約に

ついてお願いをいたします。別冊の議案関係資料の５６ページをお願いしたいと思います。 

 まず、１の提案理由でございますが、楢川地区デジタル同報系防災行政無線整備工事に係る請負契約の変更契

約を締結することについて、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定に

より、議会の議決を求めるものでございます。これにつきましては、昨年の６月議会におきまして、契約の御承

認をいただき締結をしたものでございます。 

契約の概要につきましては、（１）目的でございますが、楢川地区デジタル同報系防災行政無線の整備工事。（２）

相手方でございますが、株式会社ＴＯＳＹＳ中信支店、支店長児玉誠吾でございます。変更の内容でございます

が、１つにつきましては、契約の変更でございます。変更前２億６，９５０万円を２億７，６３５万３，０００

円に変更するもので、６８５万３，０００円の増額となります。２つ目でございますが、工事期限の延長でござ
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います。令和２年３月３１日から、令和２年５月２９日までとしまして、約２カ月間延長するものでございます。

変更の理由についてでございますが、既設の屋外拡声子局、いわゆる屋外スピーカーでございますが、こちらの

ほうの設備移設工事の増工ということで、当初、デジタルの新しい屋外拡声子局を設置する新しい柱でございま

すが、この建柱工事を冬場に行いまして、新しい拡声子局装置を柱に設置するという予定でございましたが、冬

場に建柱工事につきまして、積雪の影響、また凍結の影響等を鑑みまして、作業の安全性という部分、また工事

の精度という部分で、危険というような指摘がありまして、冬場になる前に、暖かいうちに工事をやるというこ

とになりました。そういった安全性を確保する観点から、先行しまして柱を建てたということで、既設のアナロ

グ拡声子局、これを新しい柱に設置するという、移設するという工事の必要が生じたということで、一つはその

増工分でございます。また、既設の屋外拡声子局の柱に無線ＬＡＮの設備が設置されておりまして、新しい柱へ

の移設工事が必要となったことから、その増工分。そのほかに支障木の伐採、また、ＪＲ東海から線路への建設

工事と、指定された柱を建てる建設工事の箇所がございまして、電車に対する警備員の配置、そういったものも

必要になったことから、増工となったものでございます。また、工期の延長につきましては、昨年１０月の台風

１９号災害によりまして、パナソニック製のものをうちは入れているわけなのですが、パナソニックも福島県郡

山市にあります基盤の製造工場が浸水をいたしまして、操業不能となったことから、基盤の納期が遅れまして、

その期限を延長するものでございます。以上ですが、よろしくお願いいたします。 

○委員長 質疑を行います。委員の皆さんから質問はございますか。 

○小澤彰一委員 ５月２９日までは現在のアナログの屋内の子局というのは通常どおり使えるということです

か。 

○危機管理課長 そのとおりでございます。５月２９日までは既存のものが使えます。 

○小澤彰一委員 ということは、５月３０日をもって屋内子局というのは使えなくなるということですか。 

○危機管理課長 そういうことになります。 

○小澤彰一委員 わかりました。 

○横沢英一委員 この楢川地区のデジタル同報系無線の関係ですけれども、この関係は多分契約する前にも相当

調査をしていると思うのです。そうなると、さっき課長が言われたようなこともわからないことはないけれども、

特にことしは全然雪も降らないし、固くならない。昔なら３０センチくらい凍っていて、穴も掘れないとかとい

うこともあったけれど、ことしなんか凍ったところ見たこともなかった。実情に応じてしないということが一つ

です。 

それともう一つ、１２月補正くらいにはこの案件を上げてもらえなかったかなと、そんなふうに思ったのです

が、そこら辺はどうでしょうか。 

○危機管理課長 事前に気候といいますか、特にことしは暖冬だったわけなのですが、まだ秋ごろの時点ではこ

のように暖冬になるということまで予想できなかったものですから、作業員の安全性というものを一番考慮した

ということと、特に楢川地区につきましては、市内においては積雪の多いところだとか、特に気温が下がるとい

うところの中で、安全性を第一に考えまして前倒しさせていただいたということでございます。 

それと、１２月補正ということでございますが、本来であれば１２月に出すべきだったと思いますが、金額が

まとめられない部分があったものですから、ずれてしまったということで御理解いただければと思います。 
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○委員長 いいですか。 

○横沢英一委員 いいです。 

○委員長 ほかにございますか。それでは、質疑を終了して自由討議を行います。ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、次に議案に対する討論を行います。ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第１６号楢川地区デジタル同報系防災行政無線整備工事請負契約の変更契約

の締結につきましては、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１６号につきましては全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

 それでは、次に進ませていただきます。 

────────────────────────────────── 

議案第１７号 令和２年度塩尻市一般会計中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費（１項総務管理費１４目

市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費７目国民健康保険総務費、８目後期

高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費、４款衛生費（１項保健衛生費１目保健衛生総務費、

２目予防費、３目保健対策費、４目母子保健費、６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業

及び２項清掃費１目し尿処理費を除く）、９款消防費、１２款公債費、１３款予備費、第２条債 

務負担行為、第３条地方債、第４条一時借入金、第５条歳出予算の流用 

○委員長 議案第１７号令和２年度塩尻市一般会計予算について議題といたします。慣例によって、歳出から説

明をしていただきますが、たくさんありますので区切って行いたいと思います。初めに、歳出１款議会費７７ペ

ージから２款総務費６項監査委員費１３６ページまでの説明を求めます。 

○総務人事課長 それでは、歳出から説明をさせていただきます。まず初めに歳出の人件費の説明方法につきま

して最初に説明をさせていただきたいと思います。各課共通で当該科目ごと説明欄に、一般職の正規職員につき

ましては職員給与費として、それから、現行の嘱託員、臨時職員につきましては、地方自治法等の改正によりま

して、令和２年度から会計年度任用職員制度に移行することに伴いまして、会計年度任用職員報酬として計上を

させていただいてございます。原則としまして各課の説明は省略をさせていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

○議会事務局次長 それでは、予算書７７、７８ページをお願いいたします。１款議会費の本年度予算額の総額

につきましては、１億９，９１１万８，０００円で、前年度対比３７万円余の増額となっております。 

歳出の主なものでございますが、７８ページの説明欄１つ目の白丸、特別職給与費１億５，３９２万３，００

０円は議員に係る報酬、期末手当等でございます。 

白丸１つ飛びまして、議会活動費１，８７５万１，０００円中、上から７つ目の黒ポツ、費用弁償３６０万８，

０００円につきましては、常任委員会の行政視察に係る旅費等でございます。その４つ下の黒ポツ、印刷製本費

２５３万５，０００円につきましては、議会だよりの印刷に係る費用等でございます。議会費につきましては、

以上でございます。 
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○総務人事課長 それでは、８１、８２ページをごらんいただきたいと思います。２款総務費１項総務管理費１

目一般管理費のうち、一番上の白丸、特別職給与費３，２７５万円余につきましては、特別職のうち市長、副市

長の給与、手当等になります。 

 次の白丸、職員給与費９億１，６３７万円余でございますが、１つ目の黒ポツ、一般職員給料２億８，７１８

万円余につきましては、総務部、企画政策部、会計課等の一般職員の職員８７人分の給料となってございます。

その下の黒ポツ、一般職手当５億２，６２４万円余につきましては、そのうち退職手当につきまして、定年退職

の１７人分を３億３，７６２万円余として計上してございます。 

 次の白丸でございます。人事事務諸経費８，５０５万円余についてでございますが、前年度の増額分につきま

しては、今まで別科目に計上しておりました嘱託員報酬を会計年度任用職員報酬として、人事事務諸経費に組み

かえたことによるものでございます。最初の黒ポツ、会計年度任用職員報酬４，２５６万円余につきましては、

総務人事課、経営戦略課等の会計年度任用職員８名分の経費となっております。それから、上から６番目の黒ポ

ツ、普通旅費６５万円余につきましては、議会、常任委員会、行政視察随行のほかの一般旅費となってございま

す。下から３つ目の黒ポツ、人事給与システム使用料９２５万円余につきましては、人事及び給与関係のシステ

ムをリース契約により使用する使用料となってございます。 

 次の白丸、法制執務費８０４万円余は、法令に則した行政運営を行うための経費となっております。最初の黒

ポツ、情報公開・個人情報保護審査会委員報酬３万４，０００円は、塩尻市情報公開・個人情報保護審査会条例

の規定に基づく、審査会の委員報酬５人、２回分の報酬となってございます。３つ下の黒ポツ、消耗品費２６６

万円余につきましては、法令集の追録等の費用となってございます。２つ下の黒ポツ、弁護人委託料４４万円余

につきましては、市が委託をしている弁護士に対する簡易な相談等の委託料でございます。その下の黒ポツ、例

規管理システム委託料３５６万円余につきましては、条例、規則等に関する職員向けシステム、それから、市ホ

ームページにおける閲覧システムの保守管理に係る委託料となっております。１つ飛びまして、交通事故等補償

金５０万円は、公用車等の過失事故の補償金となってございます。 

 ページをおめくりいただきまして８３、８４ページをお願いいたします。最初の白丸、文書事務費３，６１２

万円余につきましては、庁内の文書発送、用紙購入等に係る費用で、増額理由につきましては、関連する会計年

度任用職員報酬の組みかえと、消耗品の増ということになっております。３つ目の黒ポツ、消耗品費５２３万円

余につきましては、印刷機の用紙、それからインク代、それから公文書館機能の設置に伴うものとなってござい

ます。この公文書館機能の設置につきましては、本会議一般質問の小澤彰一議員の質問にも答弁をさせていただ

きましたが、予算（案）説明資料の１ページで御説明をさせていただきたいと思います。一番上段の文書事務費

になります。事業内容の上から４行目からになりますけれども、非現用文書、今現在実際に使用されていない文

書ですとか、それから支所等に保管されている市制施行前の公文書等を総合文化センターの３階に収集をしまし

て、歴史的価値のあるものを評価、選別して、歴史公文書等として適正に保管をします。それから、それを長期

的には公開、閲覧に供しまして、市民共有の知的財産として活用していくことを目指していくものでございます。

それでは、予算書にお戻りいただきまして、先ほどから４つ下の黒ポツになります。郵便料２，４１５万円余に

つきましては、市から発送する郵便物等の郵送料金となっております。１つ飛びまして、印刷機等使用料２６７

万円余につきましては、カラー印刷機２台、それから白黒印刷機２台、あと、プロッター、大判印刷機、これが
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１台、それから紙折り機１台等の使用料となってございます。その下の文書管理システム使用料１１７万円余に

つきましては、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０事業によります公文書の電子化に伴う使用料でございます。この公文書の

電子化につきましては、文書、起案等の作成、決裁等を電子化することによりまして、業務の効率化と文書事務

の適正化を図るために導入するシステムとなってございます。その下の備品購入費１３８万円余は、先ほどの公

文書館機能設置に伴います備品の購入費用となってございます。 

次の白丸、平和祈念事業７７万円は、市民の平和意識の向上を図るための事業経費となってございます。３つ

目の黒ポツ、費用弁償６０万円余は、広島平和記念資料館等の見学と、広島平和祈念式典へ参加する市内の各中

学校の生徒の旅費等の費用弁償となってございます。 

次の白丸になります庁舎施設管理費１億１５３万円余につきましては、庁舎の維持管理経費でございます。６

つ目の黒ポツ、電力使用料１，６２１万８，０００円につきましては、庁舎の電気使用料となっておりまして、

実績値を参考にしまして、令和元年度と同額の予算計上をさせていただいております。１つ飛びまして、営繕修

繕料３６９万円余につきましては、庁舎内の設備等の改修修繕に有するものでございまして、人事異動等に伴う

レイアウト変更の電話工事でありますとか、５階防火シャッターの改修工事等を予定してございます。それから

５つ飛びまして、市民総合賠償保険料１３２万円余につきましては、全国市長会市民総合賠償保険の保険料とな

ってございます。続きまして、８５、８６ページをおめくりください。２つ目の黒ポツ、庁舎管理業務委託料１，

０７７万円余につきましては、庁舎の日常清掃、定期清掃、それから外部のガラス清掃、空気環境測定、水質検

査等の委託料となってございます。８つ飛びまして、電話交換業務委託料７４０万円余につきましては、外部か

ら市役所に着信をしました電話を各課に取り次ぐ電話交換業務の委託料となってございます。５つ飛びまして、

電話交換機借上料３０３万円余につきましては、電話交換機設備のリース料となってございます。次の議場放送

設備借上料４０４万円余につきましては、現在議場の放送設備が老朽化をしておりまして、不具合が生じている

ことから、新たに５年間の長期継続契約を締結させていただくものでございます。内容としましては、設置から

約１０年が経過をしておりまして、機器の劣化に伴う接触不良ですとか、音声の途絶、ノイズ等が発生しており

ます。また、システム制御のＰＣのＯＳのサポート期間が終了しているため、故障した場合に復旧が不可能な状

態となっております。内容の概要としましては、パソコンのシステムにとらわれずにシステム構成が行われるこ

と、それから議会中継用のカメラを２台から３台に増設、また質疑応答用の残時間ディスプレイを議長席、演台、

それから質問席のほうにそれぞれ新設をさせていただくものとなってございます。１つ飛びまして、庁舎内部断

熱工事３，１２４万円余につきましては、庁舎の各階の間で結露が発生することによりまして、その水滴が天井

ですとか壁等伝わって雨漏りを起こしている部分がありますことから、天井裏の内壁に発砲ウレタンの吹きつけ

を行いまして、施設の長寿命化を図らせていただきたいものでございます。 

次の白丸、車両管理諸経費１，７８６万円余につきましては、公用車の維持管理等に係る経費となっておりま

す。９つ目の黒ポツになります自動車等借上料１，０１３万円余につきましては、総務人事課で所管をします公

用車９台分のリース料と、民間会社からの大型バスの賃借料となってございます。 

次の白丸でございます。紙のタイムマシン活用事業７００万円につきましては、オフィス製紙機、ペーパーラ

ボを活用しました古紙再生の経費となっております。 

次に８７、８８ページをおめくりください。古紙再生機使用料５４２万円余につきましては、ペーパーラボの
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リース代１年分となってございます。 

次の白丸でございます。契約事務諸経費４６３万円余につきましては、適正な入札契約事務を執行するための

諸経費となってございます。一番下の黒ポツになりますが、財務会計システム使用料３８９万円余につきまして

は、本市に導入されているこのシステムのうち、契約管理業務に係る部分のリース代金となってございます。私

からは以上でございます。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 次の白丸、固定資産評価審査委員会費３７万７，０００円でございま

すが、これにつきましては固定資産評価審査委員への報酬３人分が主なものでございまして、その他研修等の費

用と負担金等になっております。なお、２つ目の黒ポツで、委員退任記念品がございますが、１人７月に任期を

迎えることから計上したものでございますので、よろしくお願いいたします。私からは以上です。 

〇経営戦略課長 続きまして、２目秘書広報費をお願いいたします。説明欄の最初の白丸、秘書事務諸経費７３

２万円余ですが、こちら１つ目の黒ポツ、市長表彰等記念品代は１１月３日に実施予定の市長表彰の１０人分の

記念品代と、義務教育９カ年の皆勤者の２０人分の記念品代になります。２つ下の黒ポツ、交際費１２０万円に

つきましては、市長の対外的活動、交際上必要な経費となっております。それから、下から４行目と５行目の黒

ポツ、全国市長会負担金３５万円余と県市長会負担金８７万円につきましては、全国、県の市長会運営費を市の

規模に応じて負担するものでございます。一番下の黒ポツ、信州塩尻会の事業補助金３０万円は、東京、名古屋、

関西塩尻会の通信運営費や会場費に充てるものでございます。 

おめくりいただきまして８９、９０ページをお願いいたします。上の白丸、都市交流事務諸経費１９万円余で

すが、３つ目の黒ポツ、都市交流協会補助金１０万円は、姉妹都市との親善交流事業等に要する経費に対します

協会への事業補助金であります。 

次の白丸、広報公聴活動事業３，０９２万円余ですが、１つ目の黒ポツ、広報アドバイザー謝礼２４万円につ

きましては、広報しおじり、行政チャンネル、ホームページ、ユーチューブ、それにツイッター、フェイスブッ

クといったＳＮＳなどの広報媒体の見直しや、新聞、テレビといったメディアに取り上げていただきますパブリ

ッシングの方法などを、現在抱えている課題を整理をいたしまして、広報戦略を策定するための広報アドバイザ

ーへの謝礼であります。８つ下の黒ポツ、印刷製本費８９５万円につきましては、月１回発行しております広報

しおじり２万２，４００部の印刷費が主なものでございます。６つ下の黒ポツ、有線テレビ広報事業委託料７４

３万円余は、行政チャンネル業務委託料と、テレビ広報しおじり、１５分番組の制作と放映をテレビ松本に委託

するものでございます。次の黒ポツ、広報配送仕分作業委託料１１６万円余と、その下の黒ポツ、広報配布委託

料３６０万円余は、広報誌の配送仕分、配布作業をシルバー人材センターに委託するものでございます。４つ下

の黒ポツ、映像制作委託料６３万円余につきましては、ユーチューブ、ＳＮＳなどに映像を活用した効果的な情

報発信を行うため、奈良井宿などの観光スポットのほか、イベントなどの映像を作成をいたしまして情報発信に

活用するものでございます。３つ下の黒ポツ、ホームページ管理システム使用料３４８万円余と、その下の黒ポ

ツ、緊急メールシステム使用料２７８万円余につきましては、システム利用運営に係りますリース料であります。

秘書広報費につきましては、以上であります。 

〇会計管理者 続きまして、９１、９２ページ、３目会計管理費をお願いいたします。１つ目の白丸、会計事務

諸経費１，３８４万２，０００円につきまして主なものでございますが、３つ目の黒ポツ、印刷製本費１４６万
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５，０００円は、一般会計、特別会計の決算書及び支払通知書等に係る印刷経費でございます。その６つ下の黒

ポツ、財務会計システム使用料は、９７６万２，０００円が会計課に割り当てられた分でございます。基幹系シ

ステムに関する経費につきましては、２つに分かれます。上から７つ目の黒ポツ、電算機器使用料は１２月まで

の現行システムの再リースに係るもので、最後の黒ポツ、基幹系共同システム利用負担金は、来年１月からのシ

ステム共同利用に係るものでございます。 

次の白丸、公有財産売払事業２６万２，０００円につきましては、ヤフー官公庁オークションを利用し、今後

使用する見込みのない公有財産備品を公売するために要する経費でございます。会計課は以上です。 

〇財政課長 続きまして、４目財政管理費につきましては、２，１４１万３，０００円で前年度比較１，６１４

万３，０００円の増額でございます。増額の主なものにつきましては２つ目の白丸、財務会計事務スマート化事

業及びその下の市民公募債発行事業の新規計上によるものでございます。財務会計スマート化事業につきまして

は、現在の財務会計システムにＲＰＡ機能を導入いたしまして、伝票作成作業の一部を自動化し、事務の効率化

を図るものでございます。 

また、市民公募債発行事業につきましては、総合体育館の建設に伴いまして市民公募債を発行し、市民の皆さ

まに御参加をいただくことにより施設への愛着を深めていただきたいと考えているところでございます。 

おめくりをいただきまして、９３、９４ページをごらんください。５目財産管理費の主なものにつきまして申

し上げます。１つ目の白丸、財産管理事務諸経費の中ほどの黒ポツ、全国市有物件災害共済会分担金７３２万３，

０００円でございますけれども、こちらにつきましては建物の火災保険のほか、公用車の自動車保険に係る分担

金でございます。その２つ下、特殊建物定期報告委託料４３７万７，０００円でございますけれども、建築基準

法によります定期点検を委託するものでございます。令和２年度につきましては、小中学校など建築物が２０施

設、建築設備が１施設、防火設備が５施設を点検するものでございます。６つ下の土地等賃借料３，９２９万４，

０００円でございますけれども、保育園用地などの賃借料でございます。 

次の白丸、基金積立金につきましては、主に各基金の利子を積み立てるものでございます。私からは以上でご

ざいます。 

〇経営戦略課長 では続きまして、９５、９６ページをお願いいたします。６目の企画費になります。９６ペー

ジの説明欄、最初の白丸、企画調整事務費７２万円余につきましては、企画調整事務に係る経常的な事務費であ

ります。 

次の白丸、行政評価推進事業８６万円余につきましては、外部評価機関としての行政評価委員の委員報酬であ

ります。一番下の黒ポツ、行政経営アドバイザー業務委託料４８万円につきましては、我が国の行施評価研究の

第一人者であります関西学院大学の稲澤克祐教授をアドバイザーといたしまして、行政経営システムによります

負担の見直しを行ってまいるものであります。 

その下の白丸、広域行政推進事業の２つ目の黒ポツ、松本広域連合負担金１，３８６万円余は、松本広域連合

の議会費、総務費に係る負担金であります。 

その下の白丸、行政改革推進事業の最初の黒ポツ、公の施設指定管理者選定審査・評価委員会委員報酬７人分

７万円余につきましては、先ほど議案第７号で審議をいただきました審査会の委員の報酬であります。 

その下の白丸、総合計画策定事業、こちらは新規事業となります。令和２年度につきましては、第３期中期戦
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略を策定することになりますので、その経費を計上するものであります。事業面につきましては、第六次総合計

画の策定までを見越しまして、総合計画策定事業としております。最初の黒ポツ、総合計画審議会委員報酬２０

人分、２６万円余につきましては、令和３年度を始期といたします第六次総合計画、第３期中期戦略の策定を行

うために、塩尻市総合計画審議会へ策定に関し諮問を行いまして審議会を開催をいただきまして、中期戦略案の

答申をいただくものであります。 

おめくりいただきまして、９７、９８ページをお願いいたします。９８ページの説明欄、上から６つ目の黒ポ

ツ、総合計画策定支援業務委託料３６６万円余につきましては、第五次総合計画を見据えまして、政府が推進し

ておりますＥＢＰＬ、エビデンス・ベースト・ポリシー・メイキング、証拠に基づく政策立案を本市にも推進す

るため、政策の検証に有益な情報や統計を網羅いたしました一元的な基礎データ集を作成するものとなっており

ます。私からは以上であります。 

○地方創生推進課長 続きまして白丸、シティプロモーション事業のほうから説明させていただきます。２つ目

の黒ポツ、会計年度任用職員報酬でございますが、こちらのほう地域おこし協力隊の報酬になってございます。

以下、移住定住促進事業、シビックイノベーション推進事業にも同様の会計年度任用職員報酬が出てきますが、

地域おこし協力隊の報酬に係るものでございます。 

３つ目の黒ポツ、寄附謝礼品でございます。１，５００万円になります。歳入のほうで説明ありますけれども、

来年度のふるさと寄附の収入を５，０００万円で想定しております。返礼品率３割ということで、１，５００万

円を計上してございます。今年度のふるさと寄附の状況でございます。１月３１日現在でございますが、寄附件

数２，３７６件、寄附金額ですが６億９１万円余になっております。ふるさと納税始めて以来、一番多い額の寄

附をいただいている状況でございます。補正のほうでまた御説明をさせていただきますが、今年度の最終的には

寄附額６億２，４００万円ほどを見込んでおります。要因でございますが、ふるさと納税、昨年来全国的に話題

になっておりますが、この制度自体が浸透してきているものが大きな要因と考えております。それから寄附の内

訳でございますが、先ほど６億円の寄附のうち、本市の場合腕時計をあげておりますが、金額で約５億６，００

０万円ほどが腕時計になっております。件数的にも２，０００件のうち半分、１，０００件が腕時計になってお

ります。２番目に多いのがワインでございまして、こちらのほう寄附金額としては、２，３００万円ほどになっ

ております。このようなことで、腕時計が大きく寄与しているというのが現状でございます。８番目の黒ポツ、

ふるさと寄附業務委託料になりますけれども、ふるさと納税の業務を塩尻市振興公社へ委託するものでございま

す。１つ飛ばしまして、ポータルサイト特設案内使用料でございますが、こちらもふるさと納税でサイト利用に

関するものでございます。現状、ふるさとチョイス、ふるなび、楽天、３つのサイトを現在活用させていただい

てございます。一番下の黒ポツ、シティプロモーション推進事業の負担金でございますが、シティプロモーショ

ン推進会議のほうへの負担金の額になってございます。 

次の事業、白丸、移住定住促進事業でございます。２つ目の黒ポツ、移住定住促進パンフレット制作委託料１

００万円でございます。これまで、塩尻市を認知したというところまでプロモーションを打ってまいりましたが、

認知したあとの興味、関心を持った層をメインターゲットとして、この塩尻地域周辺の広いエリアをカバーした

生活情報をメインとした移住定住に基軸を置いた冊子をつくっていきたいと考えてございます。デザイン性も優

れたものも考えておりますし、今年度セイコーエプソンの人事のほうといろいろ連携して、首都圏で中途採用の



26 

 

イベント等をやっている中で、どうしても家族で移住するときの、こちらのほうの生活の状況が知りたいという

お話を具体的に伺っておりますので、このパンフレットのほうでは、そちらの生活に重視したような情報を提供

できるようなものの冊子を作成したいと考えてございます。５番目の黒ポツ、地域おこし協力隊起業支援事業補

助金でございますが、ここの地域おこし協力隊、具体的に立川あゆさんが令和３年１月で任期満了になりますけ

れども、彼女が木曽平沢のほうで職人さんたちを集めた器具なんかを貸し出しをしたレンタルスペースのほうを

新規の事業として行いたいということを現在表明しておりまして、そちらの起業に関する支援の補助金になりま

す。 

次の白丸、地域資源ブランド化推進事業でございます。信州大学の共同研究ということで、林教授が行ってお

ります学部横断型地域ブランド実践ゼミのほうの共同研究費として新年度も取り組んでまいるものでございます。 

次の白丸、ＭＩＣＨＩＫＡＲＡプラス推進事業です。プロジェクト推進委託料２５０万円でございますが、チ

ェンジウェーブへの委託料になります。来年度で第６回の取り組みになってまいります。仕様書の作成、それか

ら民間企業との連携のプログラム設計のほうを、同じくチェンジウェーブのほうへ委託してまいるものでござい

ます。来年度、その次の年から始まります第３期中期戦略の設定時期になっておりますので、それにあわせて行

政課題のほう抽出して、それらをテーマとして取り組んでまいりたいと考えております。 

予算書をめくっていただきまして、９９、１００ページになります。説明欄、白丸、シビックイノベーション

推進事業でございます。スナバの運営に係るものでございます。スナバ、オープンして１年半が経過いたしまし

た。現在、５１人の方がメンバーになっております。主なものとして、長野県のｅスポーツ協会の設立にかかわ

っておりまして周辺で活動を行っております。それから長野県のディープラーニング協会のほうが先般新聞にも

取り上げられましたが、こちらも協会として立ち上がりまして、メンバーを中心に活動をしております。３つ目

の黒ポツになります。リビングラボ推進委託料でございます。１００万円でございます。今年度はこれ、ＭＩＣ

ＨＩＫＡＲＡのほうにございましたけれども、事業化に向けて全国のスタートアップ企業とマッチングを図るた

めの経費でございまして、スタートアップ支援会社のほうに委託をするものでございます。実際に提案のあった

ものは、ＭＩＣＨＩＫＡＲＡ以外も含めましてスナバのほうでいろいろ新しい事業取り組みの際に、全国のスタ

ートアップと連携してやってまいるための費用になります。５番目の黒ポツ、シビックイノベーション推進負担

金でございますが、スナバの運営経費になってございます。１８０万円ほどは、通常のサイトの利用料ですとか

通常経費に係るものですが、それ以外の約５００万円に関しましては、新たに自走化に向けてメンバーの中から

実際にスタッフとして一緒にやっていってもらう方を採用するために、主に報酬になりますけれども、そちらの

ほう計上してございます。現在のところ、メンバーの中で約３人ほどスタッフ側として活動いただけるという同

意をいただいていますので、その方たちを中心に自走化に向けて取り組んでまいりたいと思っております。一番

最後、リビングラボ実証事業負担金でございますが、先ほど説明したスタートアップ企業の実証実験のための活

動の支援金になります。私からは以上です。 

○委員長 途中ですが、午前中ここまでにしたいと思います。午後１時まで休憩といたします。 

午前１１時５７分 休憩 

――――――――――― 

午後 ０時５７分 再開 
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○委員長 それでは、時間前ですが休憩を解いて再開をいたします。これからは、９９、１００ページ、７目の

情報開発費からお願いをいたします。 

○情報政策課長 それでは、９９、１００ページ、７目情報開発費についてお願いいたします。まず、情報開発

費全体でありますが、システム保守委託料、電算機器使用料、パソコン等使用料につきましては、職員が利用す

る業務システムやパソコンに係る保守委託料やシステム利用料となってございます。また、それぞれ負担金につ

きましては、国、県、市町村共同のシステムの利用負担金となっております。では、主なものとしましては１つ

目の白丸、住民情報等電算システム管理事業９２５万円余ですけれども、これは住民情報などを取り扱うシステ

ムの関連としまして、まずは４つ目の黒ポツ、中間サーバ・プラットフォーム利用負担金につきまして、国から

の指示によりますマイナンバー利用におけるシステムの利用料というふうになってございます。また、先ほど会

計課からの説明もありましたが、その次の黒ポツ、基幹系共同化システム利用負担金につきましては、令和３年

１月に長野県市町村自治振興組合の共同化事業として、中野市、千曲市と３市でシステム共同化を開始する予定

です。そのための利用負担金の情報政策課負担分となっております。また、負担金は各業務利用担当課に割り振

ってございます。この共同化につきましては、共同調達をすることで本市としての５年間の経費として約１４％、

６，７００万円の費用削減を実現しております。また、関連して負担金を計上している一部の課におきましては、

令和３年１月の共同化後も現行システムのリース契約期間が残っていることから、令和２年度にリース料を一括

精算するための予算を計上してございます。そのことで、リース料が前年度に比べて予算額が増加してきており

ますが、その金額を含めても先ほど申し上げたとおりの経費削減ができておりますので、申し添えます。 

では次の白丸、行政情報等システム運用事業６，８４６万円余につきましては、これも職員が使うパソコンや

システム系のものになってございます。この中に、新たに本会議でも御質問いただきましたＲＰＡツールに係る

ライセンス及び保守費用として、３２２万３，０００円が含まれているようになってございます。 

ではその次の白丸、塩尻情報プラザ・ネットワーク運用事業８，８４０万円余につきましては、塩尻情報プラ

ザ及び市内光通信網の維持管理費となっておりまして、６つ目の黒ポツ、指定管理料６，８２０万円余につきま

しては、新たに令和２年度から５年間の指定管理の委託で、従前の業者ではありますがＮＴＴ東日本関信越さん

において指定管理を行っていただく委託料となってございます。８つ目の黒ポツ、パソコン等使用料につきまし

ては、拠点施設の通信機器の利用料となってございます。なお、この指定管理者は平成１７年度から継続して指

定管理を行っております。 

ページをおめくりいただきまして、１０２ページをごらんください。５つ目の白丸、ＩＣＴ人材育成事業です

けれども、このＩＣＴ人材育成事業につきましては３００万円という費用ですけれども、現在、ずく塾という名

称をつけて市内の小中学生を対象にしたＩＣＴに興味を持ってもらう授業を企画しておりまして、来年度も継続

事業とさせていただいております。 

また、その下の白丸、セキュリティ人材育成事業１００万円につきましては、情報セキュリティの人材育成の

ために、国内から情報セキュリティを実施している企業、会社、組織などから講師を招いて市民向けの学習会、

また、より高度なセキュリティ対策の学習会などを実施していくことにしております。私からは以上です。 

○地域振興課長 続きまして、８目地域づくり振興費６，９６７万円をお願いいたします。説明欄の白丸、地域

づくり事務諸経費５５７万９，０００円につきましては、地域づくり係と県民交通災害共済の事務に係る費用で
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ございます。４つ目の黒ポツの長野県民交通災害共済会費徴収報償金９６万円につきましては、長野県民交通災

害一般会員分の取りまとめ分としまして、会員１人当たり３０円を該当の区に支払うものでございます。 

ページをおめくりいただきまして、最初の白丸、行政連絡諸経費４，６２６万円余につきましては、市内６６

区の区長さんに行政連絡にかかわる業務をお願いし、市と区の間の連絡調整を図っていただく活動費でございま

す。６つ目の黒ポツ、行政連絡委託料４，４８３万円余でありますが、これまで区長さんを行政連絡長に委嘱を

しまして、特別職非常勤職員として条例に基づいて報酬をお支払いしていたわけですが、このたびの制度改正に

よりまして、特別職の範囲が限定されたことによりまして、行政連絡の業務については、特別職非常勤職員には

該当しなくなったという関係で、これまで報酬としてお支払いしていたものを行政連絡にかかわる業務を委託す

るという形をとり、委託料として予算計上をさせていただきました。したがいまして、従来の行政連絡活動費及

び広報等の配布にかかわる委託料に合わせまして、これまでの報酬に相当する額を行政連絡長業務に係る委託料

として追加をしまして、委託料の合計が４，４８３万１，０００円となるものでございます。 

次の白丸、コミュニティ活動支援事業３２４万円余につきましては、最初の黒ポツのふれあいのまちづくり事

業補助金２２４万円余は、各区が実施いたします環境整備事業や区誌発行等の事業６件に対する補助金でござい

ます。次の黒ポツの集会所改修事業補助金９９万円余は、区の集会所屋根の修理等３件分でございます。なお、

この集会所改修事業補助金ですが、小規模な改修工事にも適用できるよう今年度より補助対象工事費の下限額を

５０万円から１０万円に引き下げております。この３件のうち２件はこれまでなら補助対象にならなかった小規

模な改修工事にかかわるものとなっております。 

次の白丸、防犯灯管理事業８０９万６，０００円につきましては、最初の黒ポツのＬＥＤの防犯灯設置改修補

助金として、地区要望５２３基分と緊急時の対応分４基分の合計５２７基分の６４１万円でございます。この防

犯灯設置改修につきましては、毎年地区から強い要望をいただきまして、各区からの要望全てに対応できるよう

予算を計上させていただきました。また、次の黒ポツの指定防犯灯電気料補助金は、人家からおおむね１００メ

ートル以上離れました場所に設置されております指定防犯灯の電気料の補助として、６５７基分１６８万円を計

上させていただきました。 

次の白丸、地域活性化プラットフォーム事業６４９万３，０００円につきましては、一番下の黒ポツ、地域活

性化プラットフォーム事業補助金６２０万９，０００円は、地域課題を解決するために地区が主体的に取り組む

事業に対して事業執行に必要な補助金の交付でありまして、４地区の継続事業に対して交付するものでございま

す。 

続きまして、９目支所費でございます。本年度は全体で４，６０３万円余、前年と比較しまして、７，３７８

万円余の減となっておりますが、前年は楢川支所の楢川保健センターへの移転に伴います改修工事等の予算の計

上があったためでございます。 

説明欄の白丸、片丘支所管理運営費から１１３、１１４ページの楢川支所管理運営費まで支所ごとに計上して

ございます。全て各支所の通常の維持管理あるいは支所業務の運営に関する経費でございますので、私のほうか

らは特徴的なもののみ説明を申し上げます。 

まず、片丘支所管理運営費ですが、ページをおめくりいただき２つ目の黒ポツ、営繕修繕料ですが、和室の畳

表がえ２１畳分を実施するものでございます。片丘支所下から２つ目の黒ポツ、備品購入費ですが、農事研修室
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のエアコンを購入するものでございます。 

次に１０８ページになります北小野支所管理運営費でございますが、９つ目の黒ポツ、営繕修繕料ですが、支

所入り口の自動ドアの開閉装置交換工事にかかわるものでございます。４つ下の電話料ですが、４３万８，００

０円と他の支所と比べて金額大きくなっております。北小野の市外局番は松本圏エリアの０２６３と諏訪圏エリ

アの０２６６の２つの局番があるため、北小野支所も２つの回線を使用しているためであります。なお、今年度、

令和元年度ですが、０２６３局番の電話を市役所に移転し、市役所からデジタル回線を使って内線電話で支所に

つながるようにすることで、特別に引き込んでいる回線を廃止する改修工事をして、基本料金を削減する予定だ

ったわけですが、この回線が塩尻消防署への緊急通報回線として使われているということがわかりまして、廃止

することができないということで、従来どおり２つの局番の電話料を計上させていただきました。 

ページをおめくりいただき、１１０ページの洗馬支所管理運営費ですが、下から６つ目の黒ポツの清掃委託料

６８万３，０００円ですが、通常の定期清掃委託料のほかに多目的ホールの屋根の雨どいが落ち葉で詰まって大

雨時に雨水を飲み込めないという状況であるため、雨どい清掃委託料２６万円余を含めて計上させていただきま

した。 

２枚おめくりいただき、１１４ページの楢川支所管理運営費ですが、７つ目の黒ポツ、電力使用料３５４万円

ですが、現支所の楢川保健センターの電気料のほかに楢川地区の光ファイバーの中継施設等があります旧支所の

電気料も含まれたものとなっております。地域づくり振興費及び支所費につきましては以上でございます。 

○市民課長 それでは、引き続き同じページになりますが、１１３、１１４ページの下の段、１０目生活支援対

策費の１つ目の白丸、消費・生活支援対策事業８４８万７，０００円は、消費生活相談員、総合案内職員の人件

費のほか、法律・特設合同相談開催時の弁護士等への謝礼や一番下の黒ポツ、消耗品８５万２，０００円の中に

は、平成２８年度から行っております電話による振り込め詐欺被害等を防止するための録音機能がついた警告メ

ッセージ発信機器５０台の購入費用７０万４，０００円が含まれております。なお、消費生活相談業務にかかわ

る相談員の報酬、詐欺防止機器など関連する事務費等は、県補助金として交付されることとなっております。 

 次のページへ行きまして、１１５、１１６ページになりますが、２つ目の白丸、外国籍市民支援事業３６０万

円の主なものはシチズンサポーターと言われる外国籍市民に対する相談員の報酬のほか、外国籍市民の方への日

本語講座の委託、多言語に対応したタブレット端末翻訳機の使用料などです。市民課からは以上となります。 

○総務人事課長 次に１１目職員厚生費をお願いいたします。最初の白丸、職員健康管理・福利厚生費１，３９

５万円につきましては、嘱託医報酬３６万円につきましては、労働安全衛生法に基づきまして、従業員５０人以

上の企業等につきまして産業医１人を配置することになっておりまして、市内、田村内科医院の院長を委嘱して

おることから、その報酬となっております。それから、６番目の黒ポツ、メンタルヘルスカウンセリング委託料

９２万円余につきましては、月２回、１回当たり５人の職員の定期または随時のカウンセリングの委託料となっ

ております。その下の黒ポツ、職員健康診断等委託料９７４万円余につきましては、循環器系健診、がん検診、

ヘルススクリーニング検診の委託料となってございます。その下の黒ポツ、ストレスチェック調査分析業務委託

料１１１万円余につきましては、このストレスチェックにつきましては労働安全衛生法の規定によりまして、平

成２７年１２月から年１回の実施が義務づけられておることから、その調査分析のための委託料となってござい

ます。 
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次の白丸でございます。人材育成事業１，７２０万円につきましては、こちらは職員の研修費が主なものとな

ってございます。２つ目の黒ポツでございます。特別旅費７８８万円余につきましては、各種派遣研修にかかわ

る旅費でございまして、この中には県等への職員派遣の研修分も含まれてございます。それから、３つ下の黒ポ

ツ、研修委託料２９０万円余につきましては、外部から講師を招聘した研修会の委託料となっております。次の

黒ポツ、職員採用試験事務委託料１５０万円余につきましては、教養と専門分野の筆記試験を事務委託するため

の委託料となってございます。私からは以上でございます。 

○危機管理課長 それでは、次の１１７、１１８ページをお願いいたします。１３目防災防犯費をお願いいたし

ます。主なものにつきまして御説明をいたします。１１８ページの説明欄、白丸、防災防犯諸経費９２２万円余

のうち上から６つ目の黒ポツ、消耗品費２０８万円余につきましては、備蓄倉庫に保管しますアルファ米、水、

毛布等の購入費、また議員から御提案のありました乳児用の液体ミルクの備蓄につきまして、賞味期限１年のも

のが発売されまして、ローリングストックにある程度めどがついたことから、新規に液体ミルクを備蓄する購入

費でございます。６つ下の黒ポツ、被災者支援システムサーバー等の使用料１３２万円余につきましては、大規

模災害時に被災者、避難所等の情報を一元管理し、罹災証明書の早期発行等も可能となるシステムサーバーの使

用料でございます。４つ下の黒ポツ、塩尻朝日防犯協会負担金２２０万円につきましては、塩尻警察署を事務局

とします防犯協会の塩尻市の負担金でございます。３つ下の黒ポツ、資機材等補助金１３０万円余につきまして

は、自衛消防隊、自主防災組織などが活動する上で必要となります資機材の購入費に対します補助でございまし

て、１組織３年間で１０万円を限度に交付するものでございます。 

次に、その下の白丸、防災施設・設備等整備事業３，３９５万円余のうち最初の黒ポツ、消耗品費４３２万円

余につきましては、移動系防災行政無線のバッテリー購入費であります。平成３０年度から３年計画で、保守点

検時にあわせて実施しているものであります。その７つ下の黒ポツ、防災行政無線保守点検管理委託料１，２７

９万円余でございますが、同報系防災行政無線にかかわる保守点検の委託料と、平成３０年度から３年間に分け

て実施しております移動系防災行政無線保守点検委託料でございます。２つ下の黒ポツ、気象観測装置検定委託

料２５０万円余につきましては、市内１１カ所で気象観測装置を設けてございますが、そのうち４カ所につきま

して、５年に１度の法定検定を行うものでございます。その下の黒ポツ、土中水分量情報システムサーバー等管

理委託料１９１万円余につきましては、楢川地区の３カ所に設置してあります土中水分量情報システム及びサー

バー等の保守点検料であります。２つ下の黒ポツ、河川監視システム導入委託料３５８万円余につきましては、

昨年の台風１９号災害において、全国各地で川の氾濫が相次いだことから、市内で越水や氾濫が危惧される奈良

井川、奈良井集落の上流部になりますが、そちらと小曽部の入花見地区、こちらの２カ所に監視カメラを設置し、

台風や大雨の際に水位を危機管理課で監視し、周辺住民に迅速に避難情報が発令できるよう河川監視システムを

導入するものでございます。その２つ下の黒ポツ、気象観測機器更新業務委託料２８８万円余につきましては、

塩尻消防署に設置してあります気象観測装置のデータを蓄積し、サーバーに送信しますデーターロガーの更新委

託料でございます。次に１２０ページをお願いいたします。説明欄、上から４つめの黒ポツ、戸別受信機設置費

補助金１３８万円余は、防災行政無線が聞こえない難聴地域の補助金１５件分と、一般世帯分５件分の補助金で

ございます。私からは以上です。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 予算書の１２３、１２４ページに飛んでいただいて、お願いいたしま
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す。１５目公平委員会費でございます。説明欄、白丸、公平委員会運営事務諸経費でございますが、法に基づき

設置されております公平委員会でございますが、委員３人分の報酬、また会議への旅費、費用弁償、また負担金

等が主なものとなっておりますので、よろしくお願いしたいと思います。なお、来年から会計年度任用職員が制

度が始まることに伴いまして、その方たちにも、この公平委員会への処分の不利益への処分申し立て等ができる

こととなることから、公平委員会のさらなる研修をして、対応してまいりたいと思っておりますのでよろしくお

願いいたします。公平委員会事務局からは以上です。 

○税務課長 続きまして同じページ、２項徴税費２目賦課徴収費をお願いいたします。１２４ページ、賦課事務

諸経費１億４３５万６，０００円は、課税に係る経常的な事務経費でございます。主なものは１１番目になりま

すが、中ほどより少し下、申告書郵送料５８１万６，０００円につきましては、通常の郵送料のほかに市県民税、

固定資産税、軽自動車税の当初納税通知書の発送に係る郵送料などとなっております。４つ下のパンチオペレー

ト業務委託料５０９万円は、市県民税及び固定資産税の課税において紙ベースで提出を受けた申告書等の情報を

パンチ入力するための委託料でございます。次の納付書作成等業務委託料９７３万６，０００円は、市県民税、

軽自動車税、固定資産税、都市計画税の納税通知書の印刷、印字、封入、封緘等の委託料でございます。おめく

りいただきまして１２５、１２６ページをお願いいたします。１２６ページ、最初の税システム使用料９４９万

５，０００円は、基幹電算システムのうち、税務課の賦課事務で負担すべき部分の金額であり、４月から１２月

分までの９カ月分の使用料となります。３つ下、家屋評価用パソコン使用料３７５万３，０００円は、家屋評価

をした後のデータを取り込み評価額の計算をするためのソフト及びパソコン、プリンター一式の使用料で、リー

ス期間は令和４年８月までの長期継続契約でございましたが、基幹系システムが令和３年１月から共同化される

ことに伴い、先ほど情報政策課長から説明があったとおりの理由によりまして、基幹系システムに付随する他の

システムの使用料については一括清算することとしたため、昨年度より予算額が増加しております。２つ下、市

県民税申告課税業務支援システム使用料６４０万１，０００円は、確定申告時における所得税及び市県民税の申

告書作成の支援システム及び課税データを蓄積するシステムの使用料であります。こちらも令和３年８月までの

長期継続契約となっており、先ほど同様の理由で処理をするため予算額が増加しております。２つ下、地方税電

子申告等支援システム使用料４４５万９，０００円は、給与支払報告書の提出、法人市民税や固定資産税の償却

資産の申告などを利用者がｅＬＴＡＸを利用して提出、申告ができるもので、合わせてそのデータのバックアッ

プ等も行うシステムでございまして、それらに係るシステムの使用料となっております。５つ下、下から３番目

になりますが、基幹系共同化システム利用負担金８５３万６，０００円は、令和３年１月から基幹系システムが

共同化されることに伴い、１月から３月までの分を賦課事務に係るものとして情報政策課からの指示額により新

規で計上したものでございます。次の市税還付金３，５００万円は、法人市民税等を中心とした市税の還付に充

てるものでございます。 

続きまして、固定資産評価替等対応事業３，５６８万５，０００円をお願いいたします。最初の普通旅費１万

２，０００円と消耗品費１万４，０００円につきましては、固定資産評価替等に伴う経費ということで、賦課事

務諸経費から移してきたものでございます。次の評価替等対応事業委託料３，２２７万４，０００円は、土地、

家屋の経年移動データの更新、公図の経年移動データの更新、時点修正路線価の修正など、各種項目の見直しと

検証を行う委託料でございます。その下、標準宅地不動産鑑定委託料３３８万５，０００円は、毎年実施する７
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月１日現在の簡易鑑定２３０地点を実施する委託料でございます。 

続きまして、徴収事務諸経費３，１５０万６，０００円ですが、ページをおめくりいただきまして１２７、１

２８ページをお願いいたします。上から３番目の自動車等借上料３０万５，０００円は、新たに計上させていた

だいたものでございます。現在臨時職員２名が、督促状を発布してから２０日後を目安に市内滞納者宅へ訪問催

告をしておりますが、その際使用している軽自動車が１５年を経過し劣化してきているため、新規に軽自動車税

を借り上げるものでございます。４つ下の滞納管理システム使用料３８８万は、滞納処分等の管理に特化したシ

ステムであり、そのシステムの４月から１２月までの使用料となっております。２つ下の地方税共通納税システ

ム使用料９９万７，０００円は、昨年１０月から全ての自治体で始まったもので、納税者がｅＬＴＡＸを利用し

て一度の操作で電子的に納税できるシステムであり、現在は法人市民税や住民税の特別徴収などが対象となって

おり、そのシステム使用料となっております。次の預貯金等電子照会サービス使用料４８万９，０００円ですが、

こちらも新たに計上させていただいたものでございます。現在、滞納者の預貯金調査につきましては、月平均約

１，０００件、滞納整理システムから紙に印刷し郵送で各金融機関へ照会をしておりますが、新年度からは、一

部の金融機関ではございますが電子照会による調査とし、紙の削減や封入れ作業の削減、郵送料の削減を図ると

ともに、従来、照会から回答まで２週間から１カ月を要していたものを、３日程度で回答いただくことで事務の

効率化を図っていくものでございます。３つ下の地方税滞納整理機構負担金４３０万３，０００円は、地方税の

大口徴収困難案件の滞納処分を専門的に行う地方税滞納整理機構へ２５件の徴収を移管する負担金であります。

内訳としましては、基本負担金、徴収実績割、処理件数割の３つから算出されており、基本負担金につきまして

は一律５万円、徴収実績割は前年度の実績が１，８５３万円ありまして、その１０％ということで１８５万３，

０００円、処理件数割は１件当たり９万６，０００円で、移管件数２５件ございますので２４０万円となってお

ります。次の収納手数料負担金１万１，０００円につきましては、こちらも新規となります。地方税共通納税シ

ステムを利用して納税された場合の手数料で前年度実績をもとに支払うものでございます。次の基幹系共同化シ

ステム利用負担金１８３万２，０００円は、令和３年１月からの基幹系システム共同化に伴う収納関係分の負担

金であり、情報政策課からの指示額でございます。３目賦課徴収費の説明は以上となります。 

○市民課長 それでは、同じページになりますが、中段以降、３項１目の戸籍住民基本台帳費は、説明欄２つ目

の白丸、戸籍住民基本台帳事務諸経費５、４４３万７，０００円のうち、下から２つめの黒ポツ、戸籍システム

保守委託料３１６万８，０００円、その下、住居表示システム保守委託料３４万１，０００円、次のページへ行

きまして１２９、１３０ページになりますが、上から２つ目の黒ポツ、コンビニ交付システム保守委託料６６３

万６，０００円、その下、住基ネットワークシステム保守委託料２０４万４，０００円、それ以降につきまして

は、ただいま説明しました保守に係るシステムの使用料となっております。下から３つ目の黒ポツ、個人番号カ

ード交付事業交付金７９２万３，０００円は、マイナンバーカードの発行業務を地方公共団体情報システム機構、

Ｊ－ＬＩＳへ委任する経費でありまして、全額国庫補助金として交付されるものです。市民課は以上となります。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 続きまして、４項選挙費１目選挙管理委員会費でございます。選挙に

関しまして令和２年度は、当初から予定されている選挙は一つもない状況でございますのでよろしくお願いいた

します。 

説明欄の２つ目の白丸、委員会運営等事務費でございますが、１つ目の黒ポツ、選挙管理委員会委員報酬４人
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分が主なものでございます。また９番目、真ん中くらいのところの黒ポツですが、選挙システム使用料におきま

しては、選挙人名簿を作成しているシステムの使用料ということですが、これにつきましても、一番下の黒ポツ、

基幹系共同化システムの時点におきましても選挙のシステムが変わりますので、１２月分までの支払いとなり、

１月からは一番下の黒ポツ、基幹系共同化システムの利用料として、新しいサーバーとして選挙システムを運営

していくものになりますのでよろしくお願いいたします。 

ページをおめくりいただきまして１３１、１３２ページでございます。２目選挙啓発費でございます。説明欄

の選挙啓発事務費につきましては、一番上の黒ポツ、小中学生にお願いしております選挙ポスター表彰記念品代

でございます。令和元年度におきましては、大分ポスターの件数の参加が減りましたが、一点、広丘小学校の子

が、長野県の選挙管理委員会の委員長賞を取りまして、こういったことを継続して子供たちにまた選挙のことを

お願いしていくものでございますし、また予算上にはございませんが、来年は教育長、教育委員会の御協力をい

ただきまして、中学校で公民の授業の際に選挙を取り上げていただき、またこの選挙のない時期だからこそ、選

挙啓発を進めて選挙に備えてまいりたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いいたします。選挙管理

委員会事務局は以上となります。 

○経営戦略課長 続きまして、そのページの下になります。５項の統計調査費をお願いいたします。説明欄１目

の統計調査総務費２つ目の白丸になりますが、統計調査諸経費約３５万円余につきましては、おめくりいただき

まして１３３、１３４ページをお願いいたします。説明欄一番下の黒ポツ、統計研修業務委託料２８万円余につ

きましては、データを有効に活用するための職員の基礎知識を高めるため、統計データの読み方などの基礎知識

を学ぶ研修を行う委託料であります。 

次に２目の基幹統計調査費、こちらにつきましては、説明欄の白丸、基幹統計調査諸経費８８万円余につきま

しては、毎年実施されます学校基本調査、工業統計調査などに係る経費でございます。 

続きまして３目の国勢調査費でありますが、説明欄の白丸、国勢調査諸経費２，６８７万円余につきましては、

１０月１日を調査基準日として実施されます４６６調査区の指導員及び調査員３６６人を予定をしておりまして、

その報酬等を計上するものでございます。私からは以上です。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 続きまして１３５、１３６ページの６項監査委員費１目監査委員費で

ございます。監査委員費につきましては、２月７日に全員協議会の中でも御説明させていただきましたとおり、

自治法の改正に伴いまして、令和２年から塩尻市監査基準を、それぞれ各自治体で監査基準を設け監査に当たる

ということとなっておりますので、そういった観点からリスクの高いものを基準にプロセスまで入っていく監査

とさせていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。また１つ目の黒ポツで監査委員報酬につきま

しては、本日の第２号の特別職の職員の給与の条例に伴いまして、監査委員の報酬が変わった費用で予算化させ

ていただいてありますのでよろしくお願いいたします。なお、監査委員につきましても、それぞれ各研修、会議

等への旅費等が主なものと、あとそういったものへ負担金となっておりますのでよろしくお願いいたします。監

査委員事務局としては以上となります。 

○委員長 ありがとうございました。それでは、説明を受けました７７ページから１３６ページまでの質疑を行

いたいと思いますが、質問される際には、ページを言ってから御質問いただきますようにお願いいたします。そ

れでは、質問ございますか。 
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○小澤彰一委員 ８４ページ、公文書管理に関するところで、ちょうど期せずして、こういうシステムを始めら

れるということは非常に歓迎すべきことだと思うんですが、今後、長期間にわたる本当に１０年、２０年かかる

という事業だと思うんですけれど、今後の見通しについてはどのように計画されているのか、立てられているの

かを伺います。 

○総務人事課長 こちらにつきましては、スケジュール的な部分でございますけれども、令和２年７月からを目

途に、先ほど申し上げました総合文化センターの３階３０１多目的室をお借りをしまして、そちらのほうへ、各

地区ごとに散らばっております歴史的公文書等を運び入れまして、徐々に整理を行ってまいりたいと思っており

ます。今、委員さんおっしゃいますように、本当に２年、３年で終わるという話ではありませんので、継続的に

行ってまいるスケジュールとなっておりますけれども、当面の目標としては、令和８年ぐらいを一つの目標とし

まして、そこから資料を整理登録したものを市民の皆さんに公開していくということで行ってまいりたいという

ふうに考えております。 

○委員長 ほかには。 

○山口恵子委員 ８６ページの庁舎のエレベーター保守点検に関してお聞きします。エレベーターに関しては、

安全性の観点から二重ブレーキの義務化が１０年ほど前になったようなんですけれど、塩尻市の公共施設、庁舎

も含めてどのような状況なのか、わかりましたらお聞きします。 

○総務人事課長 本庁舎のエレベーターにつきましては、今委員さんおっしゃるとおり、二重のブレーキという

ことで処理を、施設の大規模改修のときに一緒に改修をさせていただいておりますのでよろしくお願いをしたい

と思います。 

○山口恵子委員 庁舎のことはわかりましたが、市の公共施設、総文とかいろんなところにエレベーターがあり

ますが、それはそれぞれの担当部署で管理をして点検をしているということ、その辺の安全対策は、もしわかり

ましたらお聞きします。 

○総務人事課長 大変申しわけございません。総務人事課のほうで管理をしておりますのは本庁舎ということに

なっております。総合文化センターですとか市民交流センター等々につきましては、それぞれで施設管理を行っ

ておりますので、ちょっと今の状況は申しわけございませんが、ちょっとわからない状況でございます。 

○委員長 ほかに。 

○永田公由委員 まず一つ教えてもらいたいのは、出てくる今度新しい基幹系共同システムというのが、そこら

中に出てくるんだけど、具体的に何が基幹系共同化システムというのね、何が、今のこういうものがどういうふ

うに変わっていくのかということをちょっと説明してくれる。 

○情報政策課長 ただいま御質問の基幹系システムという部分ですけれども、具体的に言いますと、例えば住民

票を取るための市民課の窓口のところで行っているシステムですとか、福祉のシステム等、幾つもございます。

担当課としましては、市民課、税務課、福祉課、家庭支援課、健康づくり課、長寿課、選挙管理委員会、教育総

務課、こども課、情報政策課の課が全て統一のシステムとなっておりまして、現状も同じシステムを使っている

んですけれども、それを３市で共同化をするということで、業者を特定させていただきまして運用していくとい

う形になってございます。ただ業者のほうは、プロポーザルをやった結果ではありますが、現行の業者さんのも

のをそのまま継続するというふうに審査をした結果なっておりますので、システムとしては大きな変更はありま
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せんけれども、そのようなものを行っていくという形になります。システムの中身とすると、先ほど言ったみた

いに、住民基本台帳であったり、印鑑、国民健康保険や後期高齢のもの、住民税、軽自動車税、固定資産税とい

ったようなもの、福祉の関係のそれぞれのシステム、健康管理のシステムとか介護保険のシステムとか、選挙の

投開票のシステム、子ども・子育て支援などのシステム全て全般に係るものとなってございます。 

○永田公由委員 今までかかっていた経費と、今回新たにこういうふうにした場合の経費というのはどうなるわ

けですか。 

○情報政策課長 従前かけている経費につきましては、全体システムも各個別のシステムも含めて各担当課に予

算の割り振りをさせていただいて経費を出していて、リース料とかになってございますが、新システムにつきま

しては、塩尻市においては令和３年１月から稼働するという形になるんですけれども、契約は長野県市町村自治

振興組合が全体契約を行い、その全体契約に対してそれぞれ均等割と人口割の割合比率で負担金調整を行うとい

う形になってございまして、３市で１割分ずつの負担金と、それから人口割として、中野市、塩尻市、千曲市と

いうような形に負担調整をして、各負担金を自治振興組合から請求をいただいて支払うという形になってござい

ます。金額につきましては、単年の１年分の費用としますと、令和３年１月からですので３カ月分というような

形になるんですけれども、均等割の部分が６３８万円余、塩尻市につきましては人口割として６，８２９万円余

というような金額となってございます。塩尻市が、いいか悪いかは別にしまして人口が一番大きいものですから、

塩尻市の負担額が少し人口割ということで大きくなっているということで、中野市については人口割４，３００

万円余、千曲市については６，０００万円余というような形となってございます。 

○永田公由委員 もう一点だけど、今までよりは高くなるのか安くなるのか、その辺はどうですか。 

○情報政策課長 塩尻市の金額としましては、先ほど説明させていただきましたけれども、過去の５年間の実績

と比べまして約１４％、６，７００万円の減額となってございます。 

○委員長 いいですか。 

○山口恵子委員 この事業の目的は、それぞれの行政情報を安全に確保していくというか、災害とか事故があっ

たときに、ほかの市町村で共同で管理をしているという理解でよろしいですか。災害とか事故があったときにも

スムーズに事業サービス、住民サービスができるために、こういったことを取り組んでいるという理解でいいの

かどうかお聞きします。 

○情報政策課長 ただいまの質問ですけれども、これは国のほうで、総務省のほうから言われている、いわゆる

自治体の電算システムの経費削減という部分で、自治体クラウドというものを導入する、自治体クラウドという

のは複数の自治体が共同でシステムを導入するというものを自治体クラウドと呼んでいるんですけれども、その

ことをすることによって、標準パッケージ、３市が同じ業務をやっている上で、同じシステムとすることで独自

のカスタマイズなどの経費を削減することを目的として、経費の抑制というのが一番大きな目的となってござい

ます。その上で今、委員が御指摘のように管理される部分が、サーバーは免震構造のデータセンター等に置かれ

ていますので、安全対策の部分でも向上するということになってございます。以上でございます。 

○委員長 ほかには。 

○永田公由委員 ７８ページの議会費の関係ですけど、これは青木課長にちょっと確認したいんだけど、今まで

臨時職員の賃金８８万１，０００円で計上されていたものが、今度会計年度任用職員ということで３８０万円近
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く計上されているってことは、議会事務局の人員をふやしていただけると、こういう理解でいいですかね。 

○総務人事課長 委員がおっしゃるとおり１名、会計年度任用職員をふやさせていただきたいというふうに考え

ております。業務内容につきましては、今、議長さんの運転手を総務人事課の運転手が兼務ということで担わせ

ていただいておりますけれども、大変お忙しい議長さんでいらっしゃいますので、いろいろ予定が変わったりと

か、そうしたときになかなかきめ細かな対応ができないという状況も出てまいっておりますので、議会事務局の

ほうに専任で議長さんの運転手さんを、そのほか事務等もやっていただくわけでございますけれども、配置した

いというふうに考えております。 

○永田公由委員 ありがとうございます。 

○委員長 ほかにはよろしいですか。 

○副委員長 １１８ページの河川監視システム導入委託料について、予算説明資料のほうは３ページになってい

ますけれども、今２カ所にということはわかっているんですけれども、この運用をどのようにやっていくかとい

うことをお聞きしたいです。どこが監視を担うのかとか、２４時間体制なのかとか、水位が上がったときの連絡

体制はどうなって、市民までどういうふうに伝わっていくかというところをお聞かせいただきたいと思います。 

○危機管理課長 カメラにつきましては、説明したとおり２４時間、夜中も写るような高性能のカメラを設置い

たしまして、今考えているのは、テレビ松本の有線テレビ、そちらのほうのネット網を借りまして、そのデータ

を危機管理課のほうに持ってきまして、危機管理課のほうのモニターで監視をしていくということです。警報が

出た場合につきましては危機管理課の職員が必ず詰めることになっておりますので、それで２４時間体制で監視

をしてまいると。それで、越水また氾濫の危険が迫るようであれば、まず防災無線だとか緊急メール等でお知ら

せしていきますし、避難準備、避難指示、避難勧告等の必要が生じた場合につきましては、防災無線のほかにも

本会議でもありましたが、消防団だとか自治会、そちらのほうの連絡網等を通じて地域の住民の方へ連絡をして

いく、周知をしていくということでやっていきたいと思っております。 

○副委員長 今、警報が出たらというお話でしたけれども、間に合わないときもありますけれども、大雨注意報

とか出たときには、もう今でも職員の方は出てきていただいて、待機をしていただいているということでしょう

か。 

○危機管理課長 注意報の場合はまだ詰めませんが、警報が出た場合に、大雨警報だとか洪水警報が出た場合に

つきましては当番制をとっておりまして、すぐ詰めるという態勢をとっております。 

○副委員長 わかりました。 

○山口恵子委員 今の関連ですが、そのライブ、２４時間テレビでモニター監視をするのは担当の職員さんだけ

で、地元の住民の方が松本ケーブルテレビなどを通して見たいときに状況を確認するということではないという

ことですか。 

○危機管理課長 ちょっと運用の状況を見まして、ホームページから一般の市民の方も見れるような形に将来的

には考えていきたいということで考えております。 

○山口恵子委員 今、国道とか県道の状況をライブ中継で、大雪が降ったときとか渋滞のときとか、ツイッター

とかで見れるようになっているので、行く行くそういった形でスピーディーな情報配信ができればいいのかなと

も思っているので、これはまた検討していただければと思います。 
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○横沢英一委員 １３４ページの国勢調査諸経費のところをちょっとお聞きしたいんですが、この説明資料の中

に今回は、令和２年は１００年目の節目となるというようなことも書いてあるわけでございまして、特に１０年

に一度の大規模調査ということで書かれているわけですが、通常の調査のときと、今度は大分大規模ということ

になっているんですが、どのようなことが考えられているのかお願いします。 

○経営戦略課長 国勢調査につきましては、制度が始まってから今回１００年目となります。調査項目につきま

しては、５年と１０年によって項目が変わってまいります。今回は１０年目の後ろの桁がゼロの年になりますの

で、調査項目が５の年は１３項目、ゼロの年は１５項目ということで、２項目ふえるという形になってまいりま

す。 

○横沢英一委員 じゃあ、ここに見ると、ものすごくやるような表現で、何をやるのかなと思って非常に興味を

持ったんですが、そんなにということですね。 

○経営戦略課長 通常の国勢調査でございます。 

○永田公由委員 ９２ページの１番下の市民公募債発行事業に関して、大体発行額は幾らぐらい予定しているん

ですか。 

○財政課長 発行額につきましては、詳細な金額決定についてはこれからとなりますが、前回行いました規模と

同様、２億円程度を想定したいと考えております。 

○永田公由委員 欲しい人はどうやって買えばいいの。 

○財政課長 御購入の希望者につきましては、これも前回同様でございますけれども、おはがき等でお申し込み

をいただく、またこういう時代でございますので電子申請なども利用できるように、応募につきましては幅広い

手段をとっていきたいと考えております。 

○永田公由委員 その２億円は何に使うの、新体育館の。 

○財政課長 この２億円の使途でございますけれども、今回、総合体育館の建設に当たりまして、１６億円余の

合併特例事業債を借り入れすることとなっております。この市民公募債についても、この合併特例事業債として

借り入れをするものでございまして、ただ、今までですと借り入れする際に銀行からお借りをするとか、政府資

金をお借りするとかという資金調達を行っておりましたが、今回、借りるそのうちの２億円を市民公募として、

資金調達の方法を変えるというような内容でございます。 

○委員長 よろしいですか。 

○永田公由委員 いいです。 

○委員長 ほかには。 

○小澤彰一委員 ９８ページ、移住定住促進事業の中の地域おこし協力隊の方が起業されるということで、これ

はいわゆる協力隊員を卒業されて、新たに貸出資金などを生むような起業の業務につかれるということですが、

今後の立場というのはどうなるんでしょう。 

○地域創生推進課長 今後の立場は、あくまでも地域おこし協力隊ではないものですから、一個人としてここで

個人事業主として事業をしていただくと。その方が事業を行うのに法人にするのかどうなのかというのは個人の

判断になりますけれども、一個人として事業を行っていく者というふうに捉えております。以上です。 

○小澤彰一委員 そうしますと、この方は独立した自営業として、その方に対する補助金という意味ですか。 



38 

 

○地域創生推進課長 おっしゃるとおりでございまして、地域おこし協力隊の卒業生に限って、任期の終わる１

年前から任期が終わる１年後のこの２年間の間に起業をしたときに申請に基づいてそれの準備金というものを支

援するというものでございます。以上です。 

○委員長 ほかには。 

○永田公由委員 今の関連で。その９８ページの関係で、新年度は地域おこし協力隊員が１人ふえて７人で、活

動費も１，４００万円というようなことなんだけれど、その地域おこし協力隊の人たちが何をやって、どういう

効果が塩尻市にあるのかというのが見えないんだよね。たまに新聞なんかでやっていることを見ると、こんな程

度のことだったら市の職員だって、塩尻市にだっていっぱいいるんじゃないかと思うんだけれども。その辺につ

いての事業評価というものは、対費用効果と考えてどういうふうに捉えていますか。 

○地域創生推進課長 私、ここの課に来て担当になってもう３年たちまして、毎回同じような御意見をいただい

ております。その都度、毎年工夫を凝らして活動が紹介できるようなものを市民の方にもわかっていただくよう

にしております。毎月の広報の途中に１ページ割いていただいて、地域おこし協力隊、当番制にして何をやって

いるかということを載せさせていただいたりしております。ただ十分に伝わっていない部分と、確かにしっかり

情報発信ができていないということもありますので、ここにつきましては、なるべくその辺のところをどうやっ

たら、特に地域の方々にどういう取り組みを地域おこしがやっているかということがわかっていただくかという

ことは鋭意努力をしていきたいというふうに思っております。以上です。 

○永田公由委員 もう少しね、例えばうちの宗賀の地域に入るとか、いわゆる市街化地域はいいんだよね。もう

黙っていたって発展もするし、よくなるに決まっているんだけど。我々のような限界集落を抱えているようなと

ころというのは、なかなか地域おこしにしても難しい部分があるもんで、そういうところに張りついてもらって

やってもらうと効果というのが見えてくると思うんだよね。例えば楢川みたいにね、あそこで古道具屋を始めた

りとか、いろいろそういったものが見えるんだけど。やっぱりちょっとそのあり方というのを工夫してやったほ

うが、これだけの活動費をかけたりしていて、より成果が見えてくると思うんだよね。その辺を課長のほうでし

っかりやってください。これは要望にしておきますので。 

○委員長 ほかには。 

○横沢英一委員 今の関係なんですが、地域おこし協力隊に関連する空き家の活用の方法の中でお試し住宅とい

うのがありますね。この前聞いたのは、まあまあ結構順調に予約も入っているというようなことを言われたんで

すが、そこら辺はどうでしょうかね。 

○地域創生推進課長 塩尻市振興公社のほうで、北小野地区に１軒、住宅を借りてお試し住宅にしていると。結

構かなり予約がとれないような状況で、かなりの人が入っているという話も聞いてはおります。移住定住施策を

打っている立場からしても、結構そのような声を求められているのも事実ではありますので、施策としては非常

に有効であると思いますが、ただいかんせんその取得なりということで、やはり経費がかかってしまう話もあり

ます。ただ反面、空き家も正直、利活用の部分で活用できると思いますので、その辺につきましては十分検討し

て、なるべく空き家の利活用の延長線上でそういうものができればなというふうに考えていますので、参考にさ

せていただきたいと思います。 

○横沢英一委員 お試し住宅はちょうど支所の前なので、よく会議があると見るわけですよね。そうすると、そ
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の割に電気がついてないもんで、意外とあれかなと思って。いつも聞くと予約がとれませんよということを言う

もんで、いやそんなにすごいならありがたいなと思っているんですがね。ぜひ地域にとっても大事ですので、積

極的にまたお願いをしたいと思います。 

 それでは、１１４ページの楢川支所の電気料についてお聞きしたいをしたいんですが、さっきの説明の中では

私も今度新しいところに移っておいて電気料が全然変わらないし、ほかの支所に比べるとものすごく多いなとい

うような感じを受けていたんですが。旧支所のあれから出すということでしたので、ある程度わかるんですが、

私はやっぱり古い施設は壊すというような関係の中で、塩川部長だと思ったんですが、支所はどうなるというよ

うなことで聞いたときに、取り壊しをしますというようなことで。いつということは言わなかったんですが、基

本的にはそういうことでよろしいんでしょうか。 

○地域振興課長 旧楢川支所につきましては、できるだけ解体という方向で庁内のほう、方向性を出しておりま

す。ただ先ほどお話が出たように旧支所に文書も残っておりますし、光伝送設備等も残っているものですから、

それの移転先等も踏まえて解体について検討していきたいというふうに考えております。 

○横沢英一委員 私はこの前そういう回答をいただいたものですから、そういうことかと思っていたんですが。

あそこは耐震性がないということで前から言われているわけで、そんなことも考えるとなかなか大きな額になる

というようなことの中で、やっぱりしっかり検討してもらいたいと思うんですが。 

○地域振興課長 速やかに解体する方向でいきたいんですが、解体の経費、ざっくりの見積もりなんですけど、

約４億円近くなるもんですから、そういった財源的な部分も含めて今後。アスベスト等も含まれている可能性も

あるものですから、そういうものの除去も含めて、マックスで見てやはり億単位でかかるというふうに聞いてお

ります。 

○委員長 いいですか。 

○永田公由委員 今の解体費用の４億円というのは、これ単費でやらなきゃいけないということでしょう。何か、

あれがあるの。 

○財政課長 単なる除却ということになりますと、単独での実施ということになろうかと思います。あと施設の

除却等に関しては、今それぞれ各担当課で個別施設計画というものをつくっていただいているところであります

ので、楢川支所除却という方向性についてはこれまでもお話として出ているところだと思いますので、今後それ

を取りまとめていく中で、第３期中期戦略以降になろうかと思いますけれども、そちらで対応してまいりたいと

考えております。 

〇永田公由委員 そうじゃなくて、それはいいけれど、いずれ壊すということなんだけど、要はやり方によって

は国庫補助なり交付金なり、何かないのですか。 

〇財政課長 先ほど単独でと申し上げたとおり、使えるものは起債のみで、しかも交付税措置等もないものでご

ざいます。 

〇委員長 答弁内容はそれでいいですか。 

〇財政課長 申し上げたとおり、除却に関しましては、対象となる補助等も一切ない状況でございます。 

〇企画政策部長 過疎債のソフト事業、これは枠がありますけれども、これは解体にも使えますが、ソフト事業

として充当ができます。ただ過疎債は、来年度までの措置でございます。今議員立法を検討されていますので法
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制化されたら使えると、そういうことでございます。 

〇委員長 ちょっと聞くけど、単独の単純の取り壊しだけで過疎債ききますか。もしそれ壊した後に何か建てか

える場合に、それを含めての対象というのはたしかあったと思います。 

〇企画政策部長 建設事業は当然そういうことで、条件がございますけれども、過疎債のソフト事業に充てられ

る過疎債用枠というのは、ハード事業、新たな施設をつくらなくても、ソフト事業として活用できるということ

です。ただ枠がありますので、３，０００万円くらいか、その程度の枠の中では活用できると。 

〇委員長 ほかには。 

〇山口恵子委員 ９８ページに戻りますが、シティプロモーションの関係で、ＭＩＣＨＩＫＡＲＡプラス推進事

業が来年度６回目ということで、予算を見るとかなり削減されていますが、その主な内容についてお聞きします。 

〇地方創生推進課長 事業全体では今年度に比べて削減しておりますが、実は次ページのシビックイノベーショ

ン推進事業の中のリビングラボ推進委託料、それからリビングラボの実証事業負担金、これ実はＭＩＣＨＩＫＡ

ＲＡプラスに入っている１６０万円がこちら側に動いているという状態でございます。プロジェクト推進委託料

につきましては、チェンジウェーブさんに払うお金なんですが、これは同額になっております。以上です。 

〇山口恵子委員 もう一点、こちらの経費削減の取り組みの中の、シティプロモーション推進事業の中で、婚活

支援事業がこのたび廃止になっていますが、これまで行われた事業の内容と廃止の理由についてお聞きします。 

〇地方創生推進課長 これまで数年、婚活支援事業ということで行ってまいりました。主にマッチングの機会の

創出ということで、えんぱーくを使ったりですとか、市内のレストランを使ったりということでやってまいりま

した。中身は、出会いの場の創出なものですから、一つはちょっと廃止の理由にも結びついていくのですが、民

間の事業者でかなり多くやられている回数があるというのが一つと、中には年に二、三回そういうものを催して

きたのですが、どうしても参加者がどちらかに偏ってしまって、非常に参加者の募集に職員が奔走するようなこ

とがあったり、場を借りて高ボッチでも一度計画をしたのですが、雨天と台風と２回来て中止に至ったとか、い

ろいろ結構そういうことがありまして、結果としてそこで最終的に結婚したというところまで至った方がいなか

ったというのも実はありまして。機会の創出をするだけであれば民間事業者が今かなり多くやっているのと、大

規模にやられているものですから、であるならばそれは民間事業者のほうへやって、情報提供とか企画の部分で

ゼロ予算でも対応できる部分は市でもやっていきましょうということでやったので、今回ここでなくさせていた

だいたというのが理由でございます。以上です。 

〇山口恵子委員 参加者のトータルの何人か、もし人数がわかれば。それと市外なのか県外なのか、その辺の状

況がもしわかりましたらお聞きします。 

〇地方創生推進課長 先ほど言いましたように年に二、三回やってまいりました。１回につきまして４０人ぐら

い、２０人対２０人みたいなイメージでございます。市内、市外は回数をやるごとに分けてきました。例えば、

ある回数のときは市内の女性で市外の男性みたいな形で、やり方を変えてきました。これは本当に私の感覚的な

ものですけれども、大体市内と市外が半々というようなイメージでございます。以上です。 

〇永田公由委員 ９０ページの広報広聴の関係で、印刷製本費が前年度予算より３００万円くらい少ないんだけ

ど、これは入札で安くなったのか、それとも何か広報誌を変えるのか、その辺については。 

〇経営戦略課長 こちらにつきましては、入札により減額になったものであります。今までにつきましては、広
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報誌につきまして２色刷りと４色刷りを各ページごとに分けております。２色刷りのページで幾らという印刷を

していまして、それの１．５倍が４色刷りの値段というような見積もりの計算をしておりました。それを今度、

２色と４色を分けてページ幾らという入札をやったところ、かなり減額になったというのが現状であります。 

〇委員長 ほかにはよろしいですか。 

〇議長 ちょっと地域おこし協力隊のところに戻って。発信も大事なんですけれども、一度協力隊になった方た

ちというのは、研修を自分もする機会というのがあるのか。例えばさまざまな所で全国でやってるんですけど、

そういったことを学び直す、あるいは情報交換をするとかそういったことはあるのか。年齢もさまざまだとは思

うんですが比較的若い人が多いので、それは経験の幅から言ったらある程度仕方ない部分もあるんですけれど、

スナバでのこと以外で、私なんかだと、ある一つの課題があったときに、それの発表の場で、地域おこし協力隊

としてこういう活動をしてきたということを違う場所で聞いたりしているんですけれど、そういう機会があるの

かどうかということをまずお聞きしたいと思います。 

〇地方創生推進課長 今、市内の地域おこし協力隊は月１回、全員集まって定例のミーティングをして緊急の課

題ですとか共有をやっているのがまず一つございます。それからこれは県が主催しているんですが、長野県内の

地域おこし協力隊の情報交換の場を年に２回ほど設けて、そこで情報交換をしているのがまず一つと、あと地域

おこし協力隊の研修、いろいろこういうものをやっていますという事例を、これも県が主催でやっておりますけ

れども、そういうことを催していることは事実です。ただ、実態として、地域おこし協力隊全員が毎回県の主催

しているものに参加しているかっていうと、やはり個々の事業があるものですから全員ちょっと参加はしていな

いんですが、一応そういう機会は県のほうでも設けているのが現状であります。以上です。 

〇議長 十分いろんな機会があるように、そういった努力もしていただけたらと思います。それからスナバのこ

とで重ねてお聞きします。５１人がメンバーということだったです。その５１人という中には、数の中で２階の

貸しスペースの方は入っているのかどうなのか。 

〇地方創生推進課長 ５１人の中には２階と３階の方々は入っていません。以上です。 

〇議長 ちょっと中途半端な情報で聞いただけなんですけど、貸しスペースの料金が変わるっていうようなこと

を。同じような金額形態でこれからもいくのかどうか、教えてください。 

〇地方創生推進課長 それは２階と３階のですか。 

〇議長 はい。 

〇地方創生推進課長 ２階と３階につきましては、塩尻市振興公社がレンタルオフィスとしてやっておりまして、

私どものほうにはその値段が変わるという相談は今は受けていないものですから、特に承知はしていないです。 

〇議長 相談とかそういったことは、全て公社のほうで行っているのでということなんですね。ちょっと値段が

変わることに対して、十分な説明がなかったのかどうなのか、その辺の不安な声を聞いたものですから、質問を

させてもらいました。 

〇地方創生推進課長 繰り返しの説明になって大変恐縮ですけれども、２階と３階は契約者が塩尻市振興公社と

各入居者というふうになっておりますし、私どもも途中でここで値段を変えるということは特段聞いてはいませ

んので、ちょっと確認はしてみますが、いずれにいたしましても塩尻市振興公社が責任を持って契約を行ってい

るというものです。以上です。 
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○委員長 ほかには。 

○山口恵子委員 １２６ページの確定申告のことについてお聞きします。今、うちの市でも５階で対応していた

だいていますが、このたびの新型肺炎の関係で、国税庁のほうから確定申告の受付期間を４月１６日まで延長を

するという通達があったかと思うんですけれど、それの実際の行政での事務への影響があるのかないのか、その

辺についてお聞きしたいと思います。 

○税務課長 現在、所得税と市県民税の申告につきましては、５階の大会議室で午前８時半から夕方４時まで受

け付けの方を対象に行っております。御承知のとおり、先ほどもお話があったとおり、国税庁のほうから２月２

７日に４月１６日まで延長するというようなお話がございました。そこで、私どもも市県民税の申告についてど

うなのかというところ、延長は可能かどうかというところは検討させていただきました。その結果、延長はでき

ないという結論でございます。 

理由としましては、まず、申告会場は今、５階なのですが、それを４月１６日まで延長することがまずできな

いということがございます。ほかの会場を探そうといたしましても、４月１６日までずっと使えるという会場が

ないものですから、なおかつ申告支援システムというシステムを使って、全部申告を受け付けておりますので、

そういったところの対応もできないということで、できるとすると税務課の窓口ということになってしまいます。

税務課の窓口で、大勢の人がお越しになられて申告相談をされてしまいますと、当然、通常の窓口業務にも影響

が出ますし、個人情報を人が行き来する中でお話をしなければいけないという部分もあったりしますので、そう

いった点で非常に難しいのではないかということと、今のところ私ども所得税を扱う場合、税務署のほうから臨

時税理士という資格をいただいております。それの資格が３月１６日までということでありますので、所得税に

関しては３月１６日で終わってしまうということですので、所得税は難しいのかなと。 

あと、仮に延ばすことが可能だということで延ばしたとしても、当初の課税ということが、今度、問題となっ

てきまして、通常ですと市県民税の普通徴収は６月に納付書を発送するのですが、特別徴収の方につきましては、

事業所に５月の中旬くらいには送らなければいけないのです。そうなりますと、私どもで資料を集めてそのデー

タを処理するのは、どんなに頑張っても３月末までに来たものまでしか当初の課税に間に合わないということが

あります。その後に来たものについては、税額変更とか、もう当初には間に合わないので、変更して後からお知

らせをして税額を変えて通知をするということになります。そうしますと、後から申告された方、４月以降に申

告された方につきましては当初間に合わないので、普通徴収ですと２期、３期、４期で１年分をお支払いいただ

くだとか、あるいは、税額が少ないのに１期だけは多く納めて２期、３期で調整していくというようなことが出

てしまいますので、そういったことも考えて、基本的には私どもでは３月１６日までというふうにさせていただ

きたいと思っております。 

ちなみに、近隣市の状況も、松本市、安曇野市とも相談しながら対応しておりましたけれども、今のところ３

月１６日までということで、県内の状況もほとんどが今のところの状況ですけれども、３月１６日までというこ

とになっておりますので、結果的には３月１６日ということで対応させていただきたいというふうに思っており

ます。以上でございます。 

○永田公由委員 だけどね、これ、テレビでやっちゃったでしょう。４月１６日までに出せばいいって人、結構

いるよ。やりようがないね、だけどね。 
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○税務課長 確かにそういう問い合わせ多数いただいております。一応、私どもの申告会場は３月１６日までと

いうことをお知らせするとともに、一応ホームページのほうにも載せさせていただいております。また、申告会

場にも一応、申告は３月１６日までですよということでお知らせをしてありますが、いろんな方法を使ってお知

らせはしているのですが、問い合わせが結構ありますので、その都度周知をさせていただいているというような

状況でございます。以上です。 

○委員長 いいですか。 

○永田公由委員 松本税務署の対応というのはどうなのですか。 

○税務課長 基本的には、市の状況をお聞きして考えるということでございました。現状といたしましては、先

ほど申し上げたように課税が私どもも間に合わなくなってしまうとか、そういう現状があるので非常に厳しい状

況ではありますということはお伝えしておりますので、松本税務署で所得税は受けていただくというような状況

で今は進んでおります。 

○委員長 ほかには。 

○小澤彰一委員 １３０ページです。さっき永田委員から話がありましたように、基幹系共同化システムという

のが何カ所か出てきますけれど、これはこういうシステムにすると確かに費用が安く済んだり合理化できるとい

うことはわかるのですが、一つは、それぞれの例えば選挙システムの使用料だとか、あるいはマイナンバーカー

ドを使ったいろいろな書類の交付だとか、そういう運用面がどのように具体的には変わるのか。何か、１２月ま

でと１月までで変わるというように伺いましたけれど、そういうところが具体的には変わるのかどうかというと

ころと、セキュリティの部分は本当に大丈夫なんだろうか。例えば、ハッカーなどが入ってきて大量に個人情報

を流用するなんてことはあり得ないのだろうかというのを思うのですが、その点いかがでしょうか。 

○情報政策課長 まず前段の部分になりますけれども、今回の共同化に関しては、全体のシステムは現行の事業

者と同じシステムになっておりますので、大きな事務の変更等はございません。一部、今回調達するところにお

いて、現在使っているシステムと変わる部分というのがある事務もありますので、その分につきましては、今現

在、新しいシステムの部分を各担当課のほうで３市で共同で使う部分を調整しながら習熟をしていくことで、令

和３年１月からの事務について、混乱のないような事務処理を日々行っているところでございます。 

 次の質問の部分なのですけども、今回３市で共同システムを行うのですけれども、３市で共同システムで行う

前の現行のシステムの置き方におきましても、３市で共同でやる部分につきましても、ネットワークを含めて変

更される部分は全くありませんので、現在のセキュリティを保てているということで、安全に運用できることと

なっております。以上です。 

○委員長 よろしいですか。ほかにはございませんか。 

○横沢英一委員 １３０ページになりますが、コンビニ交付の関係になるのですが、非常にうまく使わせてもら

っているというようなことも、話聞いたりするのですが、どのくらい使われているのですか。 

○市民課長 コンビニ交付につきましては、決算のときにいつもお話をさせていただいておりますが、全体の、

昨年にしても交付している件数の２％程度にとどまってはおります。ただ、始まってまだ３年目となりますので、

年々、パーセンテージは上がってきているところであります。以上です。 

○横沢英一委員 私も結構使っていると思っているのですが、言う人もいたものですから。これを何とかうまく、
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もう少し上げていくような努力を、ぜひお願いしたいと思います。 

○委員長 何かありますか。 

○市民課長 そうなんです。戸籍にしても本市に住民票がなくて、戸籍だけ本籍だけ塩尻にあるという方が結構

おるものですから、そういう方に対して周知をしていこうというふうに予算取りしたのですが、なかなか予算が

厳しくてできてはいないのですが、ホームページなどを通じて、なるべくコンビニ交付を利用していただくよう

な形、ひいてはマイナンバーカードをそれに至っては取得をしなければいけないので、そこの取得交付とあわせ

て進めていきたいと思っております。以上です。 

○委員長 よろしいですか。 

○横沢英一委員 はい。 

○委員長 いいですか。それでは、１３６ページまでは以上で終了といたします。ここで１０分間、休憩を取り

たいと思います。 

午後２時２７分 休憩 

――――――――――― 

         午後２時３７分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開をいたしますが、次に３款民生費中、１項社会福祉費７目国民健康保険総

務費１５１ページから４款衛生費３項上水道費１９８ページまで。それと消防費、歳出の最後まで続けてお願いし

たいと思います。よろしくお願いします。 

○市民課長 それでは、予算書の１５１、１５２ページをお願いいたします。そのページの一番下になりますが、

３款１項７目の国民健康保険総務費は、職員給与費のほか、２つ目の白丸の国民健康保険事業特別会計繰出金は、

保険基盤安定繰出金、事務費繰出金など、法定による繰出金と福祉医療給付の現物支給化に伴う国庫補助金の減額

調整分６２万５，０００円を含む４億３，１９５万２，０００円となっております。詳しくは国保特別会計の中で

説明をさせていただきたいと思います。 

次のページになりますけれども、１５３、１５４ページになります。上の８目の後期高齢者医療運営費は、１つ

目の白丸、後期高齢者医療広域連合負担金が事務費分と医療費分で６億１，２５０万円となっております。 

２つ目の白丸、後期高齢者医療事業特別会計繰出金は、事務費と保険料軽減分相当額を繰り出すもので、１億４，

７３３万４，０００円を計上しております。 

続いてページが少し飛びますが、１７１、１７２ページをお願いいたします。下の段になりますが、３款４項１

目の国民年金事務費につきましては、法定受託事務としての人件費と、その事務に係る事務諸経費４８６万４，０

００円を計上しております。私からは以上になります。 

〇生活環境課長 １８５、１８６ページをお願いいたします。４款１項５目環境衛生費から御説明申し上げます。

１８６ページの説明欄３つ目の白丸、花による美しい環境づくり事業１５３万円余でございますが、各区の花壇

及び学校、保育園、支所等の公共の場所に約３万８，０００本の花苗を配布するものであります。 

次の白丸、「クリーン塩尻」推進事業６６万円余でございますが、この事業は「クリーン塩尻」推進連絡会議が

主体となりまして、市民、事業者、行政が共同して環境美化等を推進する事業を行っております。特に「クリー

ン塩尻」パートナー制度に現在加入しております５２の企業、市民団体等のボランティアの活動によりまして、
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地域の清掃活動等を行っているものです。また、エコ・ウォーク「クリーン塩尻」大作戦もこの代表的な取り組

みとなっております。次のページ、１８８ページ上段をお願いいたします。こうした取り組みに対し、団体に補

助金３６万円を交付するものでございます。 

次の白丸、廃棄物不法投棄防止対策事業８４３万円余でございますが、主な内容は、不法投棄物処理委託料２

３０万円で、不法投棄パトロールや市民の通報等により発見された廃棄物の廃タイヤ、あるいは家電製品、春秋

の一斉清掃、エコ・ウォーク等により片づけられたごみの処分費でございます。下の黒ポツ、不法投棄回収委託

料４０２万円余でございますが、国道、県道、市道のほか河川及び林道の定期パトロールと投棄ごみの回収を委

託するものでございます。４つ下の黒ポツ、看板撤去工事費３０万円余でございますが、これは国道１９号桜沢

改良事業において日出塩側の既存国道と接続を行う際に市が設置した不法投棄看板が支障となり、撤去のため必

要となる経費でございます。 

次の白丸、狂犬病予防事業１３３万円余でございます。３つ目の黒ポツ、犬猫対策委託料１５万円でございま

すが、近年猫の繁殖や餌づけによる周囲からの苦情が寄せられております。そのため、専門的な知識を持つ団体

に相談及び避妊・去勢手術を委託をしまして、また犬のしつけ教室開催を委託するものでございます。 

次の白丸、地区衛生推進事業９４０万円でございますが、一番下の黒ポツ、市衛生協議会連合会補助金２５万

円でございますが、ごみの適性分別による減量化、資源化の推進、それと３０１０運動の推進などを行っている

ものでございます。 

次のページ、１８９、１９０ページをお願いいたします。最初の白丸、環境保全対策事業５２７万円余は、事

業の中ほどの自動車騒音調整委託料１３０万円余でございますが、国道、県道など市内３地点の騒音調査や、３

つ下の黒ポツ、河川・湖沼水質検査委託料２２５万円余でございますが、市内の用水路を含む１４河川及び３湖

沼について、定期的に環境モニタリングを継続して実施しているものでございます。 

次の白丸、自然環境保全事業２８６万円余でございますが、３つ目の黒ポツ、自然保護・調査パトロール委託

料６０万円。その下の黒ポツ、高ボッチ高原植生管理業務委託料９９万円でございますが、高ボッチ高原の自然

を保全していくために、高原全体のパトロールやごみ拾い、植生調査など、また、自然環境保護エリア内の草刈

りや低木伐採などを行うものでございます。１つ下の黒ポツ、工事請負費１２０万円でございますが、ふれあい

広場の展望台からの踏み荒らしの防止や訪れた方々の安全を確保するための木柵の取りかえ等の工事であります。 

次の白丸、環境教育推進事業６３万円余でございますが、この事業は地球温暖化防止や自然環境の保全など、

環境を守る心を育むことを目的に出前講座や、小学４年生を対象に環境学習教材「しおじりの環境ワークブック」

の作成にかかわる経費でございます。なお、事業の見直しにより、環境トーク＆パフォーマンス及び環境イベン

ト、しおじりｅ－Ｌｉｆｅ Ｆａｉｒについては、本年度で終了としました。 

次の白丸、環境管理システム推進事業９０万円でございますが、本庁等５８施設においてＩＳＯ１４００１へ

の規格に適合した環境マネジメントシステムを導入いたしまして、環境基本計画の推進、あるいは日常業務にお

ける省資源、省エネルギーを率先して実践しているものでございます。３つ下の黒ポツ、環境ＩＳＯ等認証取得

事業補助金は、広丘吉田で精密機械部品の製造を営んでおります株式会社ユニコンがエコアクション２１を認証

するために要する経費３５万円でございます。 

次の白丸、合併処理浄化槽設置事業につきましては水道事業部でございますので飛ばさせていただいて、次の
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白丸、再生可能・省エネルギー促進事業８０万円でございますけれども、１つ目の黒ポツ、省エネルギー設備導

入普及事業補助金８０万円でございますが、これは一般住宅への蓄電池導入に対する支援でございまして、１軒

の限度額８万円を補助するものでございます。 

次のページ、１９１、１９２ページをお願いいたします。最初の白丸、斎場施設管理費２，９１８万円余であ

りますけれども、事業の中ほど下になります斎場運営業務委託料１，８０６万円余でございますが、斎場内の案

内業務、それから火葬業務、場内の清掃等、維持管理業務等を委託しているものでございます。一番下の黒ポツ、

斎場予約システム使用料６７万円余でございますが、昨年の１０月から運用をしております予約システムは、主

に葬祭業者がパソコン及びスマートフォンで２４時間空き状況の確認と仮申し込みができるようになっておりま

す。 

次の白丸、斎場施設維持整備費１，０９３万円余でございますが、安定した施設稼働のため、計画的な設備の

整備を行うものであります。営繕修繕料及び２つ下の火葬炉点検委託料は本年度に引き続いて別系統の集塵機内

の清掃及びバグフィルター内の、ろ布の交換をするものであります。 

次の白丸、霊園管理諸経費１，１８５万円余でございますけれども、東山霊園の維持管理に伴う経費を計上す

るものでございます。 

次の１９３、１９４ページをお願いいたします。次の白丸、し尿処理施設管理費につきましては水道事業部で

ございます。 

１９５、１９６ページをお願いいたします。２つ目の白丸、ごみ処理負担金は、松塩筑広域施設組合の負担金

でございまして、ごみの共同処理にかかわる負担金でございます。２億８，４９７万円余でございますけれども、

この内訳については予算案説明資料の９ページにも記載させていただいてありますけれども、組合の積立基金、

それから起債償還金などの建設費に対する分担金が１億３，４４７万円余、それから一般家庭の可燃ごみの焼却

にかかわる維持経費及び最終処分場にかかわる維持管理経費の分担金として１億５，０４９万円余でございます。

これらを合わせて組合に負担していきたいというものでございます。 

次の白丸、廃棄物等収集運搬処理事業１億３，６９８万円余でございます。この事業は可燃ごみ、埋め立てご

み、有害ごみ、せん定木の収集と処理に係る経費が主な内容となってございます。下から５つ上の黒ポツ、廃棄

物破砕処理委託料２，６４７万円余でございますが、これは埋め立てごみの破砕処理を市内の民間業者に委託し

ているものでございます。 

次の白丸、資源リサイクル推進事業１億７，１９２万円余でございますが、資源循環型社会の形成に向けまし

て、ごみの分別による資源化を促進しているものでございます。一番下の黒ポツ、印刷製本費１４３万円余でご

ざいますが、毎年各家庭に配布しております資源物のごみ収集カレンダーの作成費でございます。今年度のカレ

ンダー部分は、文字が小さいとの御意見を多く市民の皆さんからいただきまして、市衛生協議会連合会の理事の

皆様と御意見を伺う中で、来年のカレンダー部分につきましては、本年度と同様の見開き２ページに１２カ月分

を記載したものと、従来の見開き２ページに２カ月を記載したカレンダー、両方を組み込み、利用者が使いやす

いほうを選んでもらうような形で作成をいたしました。 

１９７、１９８ページをお願いいたします。３つ下の黒ポツ、資源物回収事業委託料５，４５７万円余でござ

いますが、これらは古紙、古布、金属類、小型家電製品等の収集運搬費でございます。また５つ下の黒ポツ、焼
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却灰資源化等委託料２，９８５万円余でございますけれども、松本クリーンセンターで排出される焼却灰の約４

割、９２０トンを土木資材として埼玉県と三重県にあります処理施設で資源化をして、最終処分場の延命化を図

っている事業でございます。５つ下の黒ポツ、ごみ分別アプリ保守委託料２６万円余でございますが、資源物ご

み収集日のカレンダー、それから出し忘れ防止のためのアラート機能がついた、また分別に迷ったら分別辞典の

機能を備えたスマートフォンアプリの運用をして、その保守点検委託料でございます。 

３つ下の黒ポツ、小型家電類資源化業務委託料３８５万円は、近年の金属買い取り価格の下落や中国の廃棄物

輸入規制強化に伴いまして、使用済みプラスチック等の輸入禁止の影響によりまして、小型家電類の処理費用が

高騰しているために処理費用が発生したものでございます。 

３つ下の黒ポツ、資源物回収事業補助金４８６万円余は、学校の集団回収や地区のごみステーションで回収し

た紙類、アルミ缶の売却益の一部を還元して補助金を交付しておりますけれども、やはり中国政府の古紙を含む

ごみの輸入制限により資源物の売却単価が下落をし、売却益が減少するために補助金も減っているというような

状況です。 

それから３項水道費１目上水道施設費につきましては、水道事業会計操出金５，８０９万円余でございますけ

れども、水道事業の安定経営を図るための一般会計からの操出金となっております。私からは以上です。 

〇危機管理課長 予算書の２５５、２５６ページをお願いいたします。９款消防費１項１目常備消防費から御説

明を申し上げます。２５６ページの説明欄の一番上の白丸、広域消防負担金６億４，０２１万円余のうち、１つ

目の黒ポツ、松本広域連合負担金６億３，３４５万円余につきましては、常備消防運営のための消防費の共通経

費に相当する負担金のほか、本市への派遣職員１名分の人件費負担分の合計でございます。その下の黒ポツ、松

本広域連合負担金（高速救急業務）４８９万円余につきましては、長野自動車道における救急業務に対する負担

金でございまして、中日本高速道路株式会社から支弁金として本市に支払われたものをそのまま負担金として松

本広域連合に支払うものでございます。その下の黒ポツ、長野県消防防災ヘリコプター運航協議会負担金１８６

万円余につきましては、長野県消防航空隊の消防吏員に係る人件費でございまして、本市の負担分でございます。 

 次に２目非常備消防費をお願いいたします。説明欄、上から４つ目の白丸、消防団諸経費１億６７５万円余の

うち、１つ目の黒ポツ、消防団員報酬２，１０８万円につきましては、団員８７０人分の団員報酬でございます。

その下の黒ポツ、消防団員退職報奨金１，３００万円につきましては、本年４月１日退団予定者のうち５年以上

在籍しました退団者に対して退職金を支払うものです。一番下の黒ポツ、被服費９９６万円余につきましては、

団員に係るはっぴ、安全靴、チェーンソー用の安全保護衣等の難燃性の新基準活動服を４年計画で整備するもの

です。次に２５７、２５８ページをお願いいたします。上から６つ目の黒ポツ、備品購入費１，４２１万円余に

つきましては、消防ポンプ用ホース、消火栓用ホースなどの消防備品のほか、国の消防団救助用資機材補助金、

これを活用しまして投光器を各分団及び各部へ、また発電機を各部へ配備し、消防力、防災力の強化を図るもの

でございます。１つ飛びまして、消防団員退職報奨金負担金１，６７０万円余につきましては、団員に係る消防

基金への退職報奨金負担金でありまして、団員１人当たり年１万９，２００円を負担するものでございます。５

つ下の黒ポツ、消防団運営交付金１，２８１万円余につきましては、消防団本部、分団、各部及び消防音楽隊、

ラッパ隊の運営に対する交付金でございまして、団員の人員割、車両割、車体数割などにより算出をしておりま

す。その下の黒ポツ、災害出動交付金３２２万円余につきましては、団員が火災出動あるいは災害出動、捜索活
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動などに出動した場合の交付金でございます。１日出動した場合につきましては１人４，０００円、半日出動し

た場合は２，０００円を交付をするものでございます。 

３目の消防施設費の消防施設整備費５，４２８万円余のうち最初の黒ポツ、営繕修繕料２７４万円余は、防火

貯水槽の漏水修理、火の見やぐらの塗装など、消防施設を修繕するものでございます。３つ下の黒ポツ、消防施

設等整備工事３６３万円につきましては、防火貯水槽の撤去や表示看板の設置等をするものであります。２つ下

の黒ポツ、備品購入費２，８４５万円余につきましては、年数を経た消防機材を計画的に更新するものでありま

して、来年度につきましては宗賀分団第３部、宗賀洗馬でございますがこちらのポンプ車１台、洗馬分団第７部、

太田でございますがこちらの積載車１台を更新するものでございます。その下の消火栓新設改良負担金１，７６

０万円余につきましては、消火栓の新設１基・改修５基・移設３基の工事負担金でございます。私のほうからは

以上です。 

○財政課長 それではページ飛びまして、３２５、３２６ページをごらんください。１２款公債費につきまして

は、長期債の元金及び利子並びに一時借入金の利子でございまして、元金につきましては２８億５，００５万５，

０００円で、８，２２８万円の増額でございます。 

おめくりをいただきまして３２７、３２８ページをお願いいたします。１３款予備費につきましては、前年度

と同額の１，０００万円でございます。歳出の説明は以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。それでは、説明を受けました１５１ページから３２８ページまでの質疑を

行います。委員の皆さんから質問はございますか。 

○副委員長 １９６ページの「ごみ収集カレンダー」ですけれども、今、改正点、お話いただきましたけれども、

先日届きたてのものを支所で見させていただいて、せっかくですのでここに１冊ずつ配付していただければと思

いますけれども、最初に分別についてしっかり考えろというページが何ページもあって、次に年間のカレンダー

があって月別のカレンダーがありました。その工夫の点ですとか、枚数がふえて印刷製本費が昨年に比べて上が

ったのかどうかというところをお聞きしたいと思います。 

○生活環境課長 昨年度カレンダー部分を縮小したことで、市民の皆さんから御意見をいただきました。その辺

のところを踏まえましていろいろ考えたのですけれども、やはり戻したほうがいいだろうということで、２ペー

ジ２カ月分のものをつくらせていただきました。しかし今回、ことしのカレンダーも使いやすい、利用しやすい

という方もいらっしゃったものですから、その辺の意見を一緒に考えまして両方を合わせる形でつくらせていた

だいたところです。今回１つしか持ってきませんでしたけれども、今、各支所までは行っております。あしたか

ら衛生役員等が支所に取りに来て、来週あたりには各戸配付されるのかなと思っております。最初に、私どもは

分別のことについてどうしても皆さんにお知らせをしたいということで、ここのところについてはちょっと小さ

くはなりましたけれども細かく説明をさせていただいたという経過でございます。ページ数がふえたものです、

工夫としてカレンダー部分についてはできるだけ重心が真ん中へ行ったほうが飾るときに安定するものですから、

そのような形で前のほうに資源物の分別の説明、それからカレンダーが入ってくるような形ということで工夫さ

せていただきました。紙質もできるだけ余り裏のほうに映らないような形で工夫をさせていただいて、後ろに写

らない一番最低の重さまで、ここが今まで苦労をさせていただいたことでございます。今までどおり上に穴を空

けて画鋲でも留められますし、磁石でも留められるまでに工夫をさせていただいたという状況でございます。以
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上です。 

○副委員長 費用面について、去年より予算が余計にかかったのかというところは。 

○生活環境課長 予算については、最終的な落札価格で言いますと約１０万円ほど多くなりました。 

○副委員長 私は年間の小さいほうは、金属がいつあるとか年間のごみ収集日を見るのにとてもよかったなと思

っておりましたし、高齢者の皆さんからは小さすぎると、両方を取り入れていただいたということで、今回見さ

せていただいて、よく頑張っていただいたなと思いました。 

○委員長 ほかにございますか。 

○山口恵子委員 １８６ページ、花による美しい環境づくり事業で、各区とか学校に花を毎年配っていただいて、

まちづくりをしていただいていますが、今回予算が幾分減っていますけれども、それはどんな理由なのかお聞き

します。 

○生活環境課長 花苗の配布なのですけれども事前に各区長さんへお聞きをいたしまして、来年度の要望を聞い

ているところでございます。今年度は花苗が７種類で４万５,０００本配布したのですけれども、去年が希望調査

をしたところ３万８,０００本だということで大分減ってきていて、人手のこともあるのかなと思いますけれども、

調査に基づいた減額ということになっております 

○山口恵子委員 なかなか地域の区長さんのお仕事の負担とか、この事業だけじゃないですけれど、やはり役員

不足とか仕事の負担等などがかなりあるような気もするので、区の要望に応じてということであればいいかなと

思います。よろしくお願いします。 

○委員長 ほかにございますか。 

○小澤彰一委員 １９０ページお願いします。自然環境保全に関するところでの高ボッチですけれど、高ボッチ

については、自然保護ボランティア団体からの移管がなくなって、新たに管理をする専門の方を雇い入れるとい

うふうに伺っていますけれども、その辺の状況等、それから総額としてこれで足りるのかどうかという疑問があ

るのですがいかがでしょうか。 

○生活環境課長 昨年の５月に高ボッチに関するガイドラインを策定させていただきました。そのガイドライン

の中に自然環境保護委員という者を配置しまして管理をしていくという予定をしておりましたけれども、ちょっ

とそういう植物等に精通している人がいなくてできないでいる状況でございます。来年度につきましては今年度

と同じような形になるのですけれども、植生の管理とか草刈り、パトロールについては自然保護ボランティアと

シルバー人材センターへお願いをいたしまして、管理をしていただくように予定をしているところでございます。

高ボッチの管理棟ということにつきましては今、観光課のほうで話を詰めているところでございまして、早い時

期に運営ができるような状況にもっていくようにしていると聞いております。以上です。 

○小澤彰一委員 以前にも本会議で質問させていただきましたけれども、現在長野県の高いところをずっと巡回

するというツアーがあって、阿智村のほうからずっと高遠のほうを回って、最終的に高ボッチまで来てお帰りに

なるというツアーがあるそうですけど、毎日のように観光バスが来るのです。そうしますとトイレの管理だけで

なく、ごみの問題だとか治安の問題だとかそういう問題が発生しますし、お一人だけ雇うと聞いていたのですけ

れど、やはりご病気とか休みをとらなくてはいけないということからすれば、複数体制で交代で管理をしていく

ことが必要であろうと思います。それから火入れをしなくて随分日がたっているようですけれども、本来ならば
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野焼きをして雑草などをきちんと管理していくべきだと思うのですけれども、草刈りで対応するためにはかなり

の費用がかかるのではないだろうかと、そういう意味でこの金額で足りるのでしょうか。大丈夫なのでしょうか。 

○生活環境課長 草刈りとか管理をする場所につきましては、高ボッチは広いものですから、全部はできないと

思っております。ガイドラインの中におきましても、自然環境エリアを決めさせていただいてあります。その保

護エリアの中を草刈り等していくということで、場所限定で狭めて管理をしていきたいと考えておるところでご

ざいます。 

○委員長 ほかには。 

○横沢英一委員 同じく１９０ページをお願いします。多分、環境保全対策事業の中に入ると思うのですが、 

予算の関係ではないのですが関連で申しわけございません。みどり湖が既に堤体の補修工事が終わりましたもの

ですから、以前みどり湖の循環ポンプということで、レクレーターと言いましたか、それが以前ため池の中に入

っておりまして、それで水を循環していたということで水質の保全に役立てると言われていたのですが、工事が

始まってそれを撤去するということで、また工事が終わり次第と言っておられたと思ったのですが、そこら辺は

どんなふうに考えておられますでしょうか。 

○生活環境課長 みどり湖の堤体工事、堰堤工事ということで、水を抜くということで循環レクレーターポンプ

を一回撤去させていただきました。今現在、撤去をしてある場所に置いてはあるのですが、実はその設置費用が

相当な額がかかるということで、予算見積もりをいただいております。今現在はみどり湖の上下の流入口で水質

検査をやらせていただいているものですから、そういうものにかえさせていただいて、みどり湖について自然環

境の監視をさせていただきたいと今は思っているところでございます。 

○横沢英一委員 みどり湖の改修をしたとは言っても、ヘドロだとかああいうものはそのままになっているわけ

ですよね。何も撤去をしていないわけですから、また水をしっかり溜めたときには湖沼の水も悪くなっていくよ

うな気がするものですから、そこら辺も検討していただきたいと思いますのでお願いします。 

○生活環境課長 先ほどのカレンダーなのですけれども、今、用意ができましたので配らせていただいてよろし

いでしょうか。 

○委員長 どうぞ。 

〔カレンダー配付中〕 

○生活環境課長 今、お手元にカレンダーを配らせていただきましたけれども、地元のカレンダーではないとこ

ろがあると思います。もう一回、後で配らせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長 ごらんいただいて、関連の時間を設けますから、何かありましたら。 

いいですか。それでは、ほかの関係で。 

○小澤彰一委員 １９８ページです。別にカレンダーに関係しているわけではないのですが、資源回収事業補助

金というのを出されていて、各小学校、中学校などで、紙だとか、あるいはアルミ缶の回収だとかやっているよ

うなのですけれども、これは実際にはどの程度の効果があるのか。教育的効果があるというのはわかりますけれ

ども、実際に資源回収という意味ではどのような効果があるのかを伺いたいと思います。 

○生活環境課長 今、子供たちのＰＴＡの回収と地区のステーションに集まりました古紙とアルミ缶がお金にな

っている、売却益がある状況になっております。一番は、今議員さんがおっしゃられているように環境教育とい
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うようなことで、こういうことをやることによってお金が戻ってくるのだよということが一番だと思っておりま

すけれども、いかんせん、今、売却益自体が出ていない、余り少ないような状況になっておりまして、この事業

についても見直しをということがありますけれども、ただ、子供たちにつきましては、学校教育の売却益が学校

の教材の資金になったりすることを聞いておりますので、子供たちが全てやっているわけではなく、親が手を出

しているというのを十分承知はしているのですけれども、こういうことをやることによって資源化をされて、リ

サイクルにされて、お金になって戻ってくるのだよという、子供たちの環境教育が主になって進めていくべきこ

となのかと思いまして、続けていければと思っておるところでございます。以上です。 

○小澤彰一委員 教育内容に干渉してはいけないとは承知していながら、ルーティンワーク化しているのではな

いのだろうかという気がします。ですからＰＴＡの役員になる方々が小規模校だと大変だと。義務教育学校の際

にも、やはり小学校、中学校の大変な実情などが保護者の方から訴えられているのですけれども、こういうもの

を本当に環境教育に結びつくような形でやっていかないと、ただ単に、例えば１，０００円とか２，０００円と

か１万円という金額が学校に落ちるから環境保全の教育ができたのだと思うと、少し違うのではないかなという

気がするのです。それからスチール缶とアルミ缶と何が違うのかということもわからずに、ただ、お父さんの飲

んでいるビールの空き缶を集めているというだけではだめかなという気がするのですけれども、ぜひそこら辺の

ところは、普及をやっていく際にそういう教育的な観点もぜひアピールしていただきたいなと思うのです。以上

です。 

○委員長 ほかには。 

○山口恵子委員 ２５６ページ、消防のほうでお聞きします。消防団員の皆さんの技術の普及とか知識の普及が

どのように行われているのか状況をお聞きします。 

○危機管理課長 消防団員の技術の普及だとか知識の普及ということでございますが、まず４月当初に市全体と

しては、署の消防団としては実技訓練ということで、来年度につきましてはチェーンソーの取り扱いだとか無線

機の取り扱い等々の講習をやる予定でおります。それと、あと２年に１回、水防訓練ということで土のうのつく

り方だとか、土のうの積み方だとか、そういったこともやっております。あと１０月に総合訓練ということで、

常備消防のほうとも中継訓練だとか、各分団間の各部間の連携訓練、また、救助訓練、倒壊家屋から人を助ける

といったような訓練等も行っております。また、各分団におきましても、火災予防運動の期間中を捉えまして、

合同訓練、そういったものもやってございます。以上です。 

○山口恵子委員 このたび、チェーンソーなども配備していただいたりしたということで、それを使うような機

会がなければ一番いいのですけれども、特に倒壊家屋からの救助とか、チェーンソーを使って挟まれた人を救助

する場合、気をつけなければいけないことはクラッシュ症候群の対応をしなくてはいけなくて、１時間ないし２

時間以上長く圧迫されている方を救助した直後にショック状態で命を落としてしまうということが、本当に過去

の大震災で非常に問題になっているので、そういったことの知識面でも、しっかりと研修というかそういったこ

とをしっかり充実して対応をしていただきたいというふうに思います。すぐ救出してはいけないですし、もし、

救出ができた場合は、すぐ透析のできる救急病院に搬送するとか、そういったことを事前に知識として知ってい

ることが重要だと思いますのでよろしくお願いします。救助作業をする場にすぐ救急隊が来ていれば全く問題が

ないとは思いますけれども、これからどんな状況になるかは想定ができないこともありますので、ぜひよろしく
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お願いします。 

○委員長 ほかにございますか。 

○小澤彰一委員 同じ１５６ページで、単純なことなのですけれども、広域消防の負担金の中で木曽広域の負担

というのはなくなったのでしょうか。 

○危機管理課長 木曽広域のほうには、松本広域からの一部事務委託ということで、広域のほうからお金のほう

が出ておるという状況でございます。 

○委員長 よろしいですか。ほかにございますか。 

○永田公由委員 ｅ－Ｌｉｆｅ Ｆａｉｒがことしからなくなったのだけれども、それにかわるイベントという

ようなものは何か考えているわけですか。全くもうなしということですか。 

○生活環境課長 ｅ－Ｌｉｆｅ Ｆａｉｒにつきましては、毎年９月ごろ開催をしておりました。これにつきま

しては単独でのｅ－Ｌｉｆｅを開催、環境をということでやるのではなくて、市の事業のほかのイベントの中で

環境ブース的なものでやっていきたいと思っております。今まで単独で一発勝負と言いますか、天候が悪ければ

できないというようなこともありまして、次年度あたりからはイベントの中でも１つだけではなくて、１つ、２

つぐらいを選択してやれるようなところに、そういうところに環境ブースということの出展の中でＰＲし、啓発

をしていきたいと思っているところであります。 

○委員長 ほかには。よろしいですか。では、歳出につきましては以上で終了いたします。 

次に歳入全般につきまして説明をお願いいたします。 

○財政課長 それでは、歳入について御説明を申し上げますので、１５、１６ページをごらんいただきたいと思

います。 

１款市税でございますけれども、１項１目個人市民税につきましては３５億８，３００万円で、前年度比較７，

１００万円の増額でございます。こちらは納税義務者の増加などを見込むものでございます。２目法人税につき

ましては５億５，４７０万円で、１億２，６３０万円の減額でございます。昨年１０月に税率が引き下げられた

ことによるものでございます。 

２項１目固定資産税につきましては４６億２，４００万円で、１億７，５００万円の増額でございます。新築

家屋の増加及び設備投資等による償却資産の増加を見込むものでございます。 

１つ飛びまして、３項軽自動車税の１目環境性能割につきましては６００万円で、４００万円の増額。その下

の２目種別割につきましては２億２，７００万円で、１，０４０万円の増額でございます。それぞれ自動車の買

いかえなどによりまして台数の増加を見込むものでございます。なお、２目の種別割につきましては、これまで

の目の名称、軽自動車税が変更されたものでございます。 

続きまして、１７、１８ページをごらんください。４項１目市たばこ税につきましては３億５，２００万円で、

２，０００万円の減額でございます。消費本数の減少を見込むものでございます。 

次に、２款地方譲与税からにつきましては、本年度の決算見込み及び地方財政計画における増減見込み率など

によりまして、試算した金額を計上したところでございます。 

おめくりをいただきまして、１９、２０ページをごらんいただきたいと思います。２款４項１目の森林環境譲

与税でございます。２，９５０万円で１，５６０万円の増額でございます。昨年の台風被害等、発生状況を踏ま
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えまして、森林整備など一層促進するため、国のほうにおいて地方公共団体金融機構の金利変動準備金を活用い

たしまして増額することとされたものでございます。なお、森林環境譲与税につきましては、市町村が行う森林

整備等に要する経費に充てることとされておりますので、その状況については、予算案説明資料の５５ページに

記載してございます。 

続きまして、おめくりをいただきまして、２１、２２ページをお願いいたします。６款法人事業税交付金６，

９００万円につきましては、法人市民税の減収分の補塡措置といたしまして、法人事業税の一部を都道府県から

市町村に交付する制度が創設されたことに伴いまして、新たに計上するものでございます。 

７款地方消費税交付金につきましては１５億８，４００万円で、２億８，９００万円の増額でございます。昨

年１０月の消費税率の引き上げに伴う増額を見込むものでございます。なお、社会保障財源化分として引き上げ

られたものについては、その充当状況につきましては予算説明資料の５４ページに記載したとおりでございます。 

おめくりをいただきまして、２３、２４ページをお願いいたします。１０款地方特例交付金のうち、子ども・

子育て支援臨時交付金、こちらにつきましては幼児教育、保育の無償化に伴う令和元年度限りの措置が終了した

ことにより廃止するものでございます。 

１１款地方交付税につきましては５３億８，８００万円で、２億１，８００万円の増額でございます。普通交

付税につきましては国の算定経費の推計などから４８億３，８００万円、特別交付税につきましては前年度同額

の５億５，０００万円を見込むものでございます。 

おめくりをいただきまして、２５、２６ページをお願いいたします。１４款１項２目の民生使用料につきまし

ては１億１，１６９万１，０００円で、８，７２２万８，０００円の減額でございます。こちらは幼児教育、保

育の無償化に伴いまして、保育料が減額となるものでございます。 

３目衛生使用料につきましては２，４３７万２，０００円で、５４万１，０００円の増額でございます。１節

衛生使用料の４つ目の黒ポツ、合葬墓使用料は減額となりますけれども、１つ目の黒ポツ、市内斎場火葬料、ま

たその下の市外斎場火葬料、こちらにつきましては使用料の見直し等によりまして増額を見込むものでございま

す。 

おめくりをいただきまして、２７、２８ページをごらんください。７目土木使用料につきましては、１億５，

６８３万円で、２４７万４，０００円の減額でございます。３節市営住宅使用料のうち定住促進住宅使用料、雇

用促進住宅使用料などの減額を見込むものでございます。 

８目の教育使用料につきましては２，８１８万円で、６０１万３，０００円の増額でございます。おめくりを

いただき、２９、３０ページをお願いいたします。８目３節の保健体育使用料のうち体育施設等の使用料につき

ましては、使用料の減免基準を見直したことによる増額を見込むものでございます。 

飛びまして、３５、３６ページをお願いいたします。１５款国庫支出金でございますけれども、１項１目民生

費国庫負担金につきましては２０億６，７３１万７，０００円で、７，２８８万３，０００円の増額でございま

す。１節の社会福祉費負担金の２つ目の黒ポツ、自立支援給付費負担金４億８，００８万３，０００円につきま

しては障害者福祉サービス給付費の単価、また利用者数の増加などによりまして１，３００万円ほどの増額とな

るほか、２節児童福祉費負担金、４つ目の黒ポツ、子どものための教育・保育給付交付金１億４，７３０万円に

つきましては、幼児教育、保育の無償化によりまして、これまでの幼稚園就園奨励費補助金等が廃止になるかわ
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りに、こちらの負担金が７，４００万円ほどの増額となるものでございます。 

おめくりをいただきまして、３７、３８ページをごらんください。２項２目の民生費国庫補助金につきまして

は２億３，２６７万７，０００円で、２，７８９万７，０００円の増額でございます。国庫負担金同様、幼児教

育、保育の無償化に伴うものなどでございまして、２節児童福祉費補助金、６つ目の黒ポツ、子育てのための施

設等利用給付交付金などが新規計上となるものでございます。 

おめくりをいただきまして、３９、４０ページをごらんください。５目農林水産業費国庫補助金につきまして

は１億４，８８７万６，０００円で７，１５０万１，０００円の増額でございます。１節の農業費補助金の１つ

目の黒ポツ、農業農村整備事業補助金につきましては、ため池のハザードマップ作成や廃止工事などため池耐震

化事業を増額することに伴い、６，０００万円ほどの増額を見込むものでございます。 

おめくりをいただきまして、４１、４２ページをごらんください。７目土木費国庫補助金につきましては３億

１，３６６万４，０００円で、２，４０７万４，０００円の減額でございます。北部交流センター整備事業、ま

た街なか居住推進事業の完了によりまして、全体では減額となっているところでございますけれども、２節都市

計画費補助金の３つ目の黒ポツ、社会資本整備総合交付金（小坂田公園分）などは新たに計上するものでござい

ます。 

また、８目教育費国庫補助金につきましては１，５０９万８，０００円で、２億１，７７４万９，０００円の

減額でございます。吉田小学校及び塩尻中学校の大規模改修事業の完了によりまして、学校施設環境改善交付金

が減額となるほか、国の補正予算に対応いたしまして、総合体育館建設事業の補助対象分を前倒ししたことなど

によるものでございます。 

おめくりをいただきまして、４３、４４ページをごらんください。９目消防費国庫補助金につきましては３９

３万６，０００円の新規の計上でございます。消防団の救助用資機材等の整備に対する補助金が拡充されたこと

によりまして、歳出で説明がありましたとおり各分団に発電機、投光器を整備することに伴うものでございます。 

次に、１６款県支出金のうちでございますが、１項１目民生費県負担金につきましては、国庫支出金同様、１

節社会福祉費負担金の３つ目の黒ポツ、障害者自立支援給付費等負担金及びおめくりをいただいた４５、４６ペ

ージの２節児童福祉費負担金の３つ目の黒ポツ、子どものための教育・保育給付交付金などの増額を見込むもの

でございます。 

２項２目の民生費県補助金につきましては３億６，８９１万２，０００円で６，２４８万１，０００円の減額

でございます。幼児教育、保育無償化の関連では増額となっているところでございますけれども、おめくりをい

ただいた４７、４８ページの４つ目の黒ポツにございます地域医療介護総合確保基金事業補助金につきまして、

県の全額補助でございますけれども、介護施設の整備を行う法人等への補助金交付の対象事業費が減額となった

ことによるものなどでございます。 

おめくりをいただきまして、４９、５０ページをお願いいたします。５目農林水産業費県補助金につきまして

は８，１９０万１，０００円で６７９万９，０００円の減額でございます。前年度予算に計上しておりました食

料産業６次化交付金の減額などによるものでございます。 

おめくりをいただき、５１、５２ページをごらんください。７目教育費県補助金につきましては３，４４０万

８，０００円で、９０５万３，０００円の減額でございます。文化会館改修事業の減額などによるものでござい
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ます。 

次に、３項１目総務費委託金でございますけれども１億３，６０７万８，０００円で、２，９６０万９，００

０円の減額でございますが、前年度に計上しておりました選挙費委託金などの減額によるものでございます。５

節統計調査費委託金の５つ目の黒ポツ、国勢調査委託金につきましては歳出で説明がありましたとおり新規の計

上となります。 

おめくりをいただきまして、５３、５４ページをお願いいたします。１７款２項１目の不動産売払収入につき

ましては１８１万円で、１，４１３万７，０００円の減額でございます。前年度予算に国道１９号の交差点改良

事業に伴う木曽楢川小学校用地の一部の売払収入を計上していたことによるものでございます。 

おめくりをいただきまして、５５、５６ページをお願いいたします。１９款２項１目基金繰入金につきまして

は８億１，０２７万円で、１，４３９万円の減額でございます。１節の財政調整基金繰入金につきましては、前

年度比較２億３，０００万円の減額の３億円としているところでございますし、５節合併振興基金繰入金につき

ましては、総合体育館の備品購入のほか、Ｓｈｉｏｃｉｅｔｙ（シオサエティ）５．０推進事業に活用するため

２億５，２００万円の繰り入れを計上するものでございます。 

飛びまして、６１、６２ページをお願いいたします。２１款諸収入でございますけれども、このうち５項４目

の雑入につきましては６億９，４０６万７，０００円で、１，０２３万２，０００円の減額でございます。主な

ものにつきましては、おめくりをいただきまして、６３、６４ページをお願いいたします。２節民生費雑入のう

ち６つ目の黒ポツ、保育園給食費につきましては３，３７５万円で前年度比較１，７９４万円ほどの増額でござ

います。幼児教育、保育の無償化に伴うものでございます。 

おめくりをいただきまして、６５、６６ページをごらんください。３節の衛生費雑入のうち、６つ目の黒ポツ、

資源物売却金につきましては、１，３５３万８，０００円で、こちらは古紙やアルミ缶などの買取価格が下落し

たことによりまして、前年度比較６１２万円ほどの減額を見込むものでございます。 

おめくりをいただき、６７、６８ページをごらんください。８節の消防費雑入のうち１つ目の黒ポツ、消防団

員退職報償金につきましては１，１７０万円で、前年度比較１，３５９万円の減額でございます。令和２年度に

つきましては、退団者数が減少の年に当たるというものでございます。９節の教育費雑入につきましては３億６，

００９万６，０００円で、１，７１４万９，０００円の減額でございます。前年度予算に計上しておりました埋

蔵文化財発掘調査委託金、また、木曽楢川小学校の物件移転補償費の減額によるものでございます。 

おめくりをいただきまして、６９、７０ページをごらんください。２２款１項市債のうち１目の総務債につき

ましては、庁舎内部断熱工事に係る合併特例事業債及び河川監視カメラ設置に係る緊急防災減災事業債でござい

ます。 

２目民生債につきましては、大門保育園の改修に伴う実施設計及び広丘西保育園の２階部分の改修に係るもの

でございます。 

３目の衛生債につきましては、衛生センターの受変電設備更新工事に係る一般単独事業債でございます。 

おめくりをいただき、７１、７２ページをごらんください。４目農林水産業債につきましては県営農業農村整

備事業、また、県営ため池耐震化事業、農業水路等長寿命化及び林道の測量設計によるものでございます。 

５目の商工債につきましては、木曽漆器振興事業に係る過疎対策事業債、また、みどり湖釣り場周辺の環境整



56 

 

備に係る地域活性化事業債でございます。 

６目の土木債につきましては、１節道路橋梁債のうち公共事業等債につきましては幹線道路、また、歩道、道

路施設長寿命化、そのほか交通安全施設の整備に関するものでございますし、地方道路等整備事業債につきまし

ては生活道路及び道路維持等に関するもの、また、公共施設等適正管理推進事業債につきましては道路の維持補

修に関するものでございます。また、過疎対策事業債につきましては、楢川地区の人道橋及びメロディー橋の設

計に関するものでございます。２節の都市計画債につきましては塩尻駅土地区画整理事業、また、都市計画道路

整備事業及び小坂田公園再整備事業に関するものでございます。 

おめくりをいただきまして、７３、７４ページをお願いいたします。７目消防債につきましては、ポンプ車及

び小型動力ポンプ用積載車の整備並びに消火栓の移転新設にかかわる緊急防災減災事業債でございます。 

８目教育債のうち１節小学校債につきましては楢川地区における義務教育学校整備事業、また、２節中学校債

につきましては丘中学校大規模改修事業にかかわる設計委託、３節の社会教育債につきましては文化会館の非常

用発電機設備改修工事、また、重伝建にかかわる修理・修景などでございますし、４節の保健体育債につきまし

ては総合体育館建設、また、中央スポーツ公園西のテニスコートの人工芝張りかえなどにかかわるものでござい

ます。 

９目の臨時財政対策債につきましては、地方財政計画及び本市の状況などから９億５，１００万円で、前年度

比較２億８，９００万円の減額を見込むものでございます。 

おめくりをいただきまして、７５、７６ページをごらんください。こちらに記載してございます自動車取得税

交付金につきましては、９款の環境性能割交付金へ移行したことにより廃止となるものでございます。 

歳入の説明につきましては以上となりまして、お戻りをいただき７ページをごらんください。第２表の債務負

担行為につきましては、土地開発公社の借り入れに対する債務保証、また、合併処理浄化槽排水設備改造資金の

融資償還に対する損失補償のほか、住民記録システムなどの基幹系共同化システムの利用負担金を設定するもの、

また、今泉南テクノヒルズ基盤整備事業につきましては、１区画の借地権設定延長に伴いまして期間及び限度額

を変更するものでございます。 

おめくりをいただきまして、８、９ページをお願いいたします。第３表の地方債につきましては、歳入で御説

明を申し上げました、それぞれの限度額及び起債の方法などを定めるものでございます。説明につきましては、

以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。 

ここで１０分間休憩をとります。お願いします。 

午後３時４６分 休憩 

―――――――――― 

午後３時５３分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開いたしますが、ただいま説明を受けた歳入全般につきまして質疑を行い

ます。質問ございますか。 

○永田公由委員 財政課長、臨時財政対策債というのを具体的に説明してくれる。 

○財政課長 臨時財政対策債につきましては、交付税制度の一環のものでございました。この制度ができるまで
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は、全て普通交付税で賄うということとされていたものでございます。この臨時財政対策債、平成１３年度から

でございますけれども、国と地方の責任分担をさらなる明確化を図るということで制度化がされたものでござい

ます。こちらの臨時財政財政対策債の借り入れをするわけでございますけれども、この元利償還金相当額につき

ましては、その全額につきまして地方交付税の基準財政需要額に参入するというようなこととなっておりまして、

地方団体の財政運営に支障が出ないようにということで措置されているものでございます。ですので、地方財政

計画の中において不足する財源を、国と地方が折半をして借金をするということでございます。その借金をした

ものについては、交付税の中で今年度において負担をするというような仕組みとなっております。以上でござい

ます。 

○委員長 よろしいですか。 

○永田公由委員 そうすると、新年度の９億５，１００万円については、国と地方で半々ということなのだけれ

ども、その辺がどういうふうになるか、よく理解できないのだけれども、要は最終的には元利とも国が全部保障

してくれるということか。 

○財政課長 今回の九億何がしというものにつきましては、交付税額の算定する中において振りかえをするとい

う中の決算項目がございまして、それに基づいて計算をしております。その結果が九億何がしでございますけれ

ども、この９億円借り入れをしたものについては理論算入ということで、交付税の中に全額算入されて、今年度

交付されてくるというような仕組みとなっております。 

○永田公由委員 そうすると、借金は塩尻市がするわけだね。起債をするということは塩尻市が借り入れて、あ

とはごまかされてくるというようなことで、本当に入っているかどうかというのはわからないということだね。 

○財政課長 借り入れについては市が借り入れを行って、今年度、国が負担をするということで、決してごまか

されているというところを申し上げたのではございませんので、よろしくお願いいたします。 

○委員長 ほかにございますか。 

○山口恵子委員 余り専門的によくわからないのですけれども、歳入のこの資料をつくった時点では社会の状況

が今のような新型肺炎の影響も余り想定はしていなくて、これをつくったと思うのですけれども、今の企業とか

社会情勢の状況を見ますと、歳入もいつまでこのような状況が続くかわかりませんけれども、歳入も影響が出て

くるのではないかなというふうに考え、影響が出ないほうがいいのですけれども、その点はどのように捉えてら

っしゃるのかをお聞きします。 

○財政課長 今回の新型コロナウイルス等に関連しては、例えば想定されるものといたしましては、今は市内企

業もそうなのですけれども、なかなか部品調達ができなくて会社を休むとか、飲食店に関してはお客が来なくて

というお話、また各種イベントを中止することによって、いろいろなところに影響が出ているということを承知

しております。そういったことを考えますと、そういった税収などは減ってくるのですけれども、それは本年１

月以降の所得に関しては翌年度になるので、その影響はそんなにはないとは思います。ただし、あと、ほかに考

えられるものとしては、市の施設等を一定期間閉鎖をしたりすることによりまして使用料収入というのは減額に

なろうかとも思います。いずれにしても、今回の対策につきましては、国のほうでもいろいろと検討をしている

ようでございますので、そういった情報をしっかりと把握をしながら、今後の必要に応じては補正というような

こともあろうかと思いますけれども、今後の動向については十分注視していきたいと考えております。 
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○委員長 ほかには。 

○小澤彰一委員 １５ページです。市民税の中の法人税ですけれども、これは前年度の収入というか実績に対し

て掛けられると聞いているのですけれども、細かい何に対してどうで、何が控除されるのかということがよくわ

からないのですが、ただこれは何と言うのでしょう、大企業の場合に、たとえ単年度で多少収入が減ったとして

も内部留保というものを持っていると私は聞いています。全国の大企業と言われる企業が国家予算の４年分に相

当する４００兆円の内部留保を蓄えていると言われていて、これは安倍総理もそういうものをぜひ市民、国民に

還元してほしいという要請を経団連などにしているという話を聞いたのですけれども、内部留保というものには、

どうして税金がかからないのかというのは、説明していただけませんか。 

○税務課長 その辺のところの詳細はわかりませんけれども、法人市民税は法人税額が出ます。それをもとに法

人住民税を課税していくという仕組みになっておりますので、法人税、国の税金のほうがどうなるかによって法

人市民税が変わってくるという状況でありますので、あと、内部留保とかその辺のところは、済みませんが詳細

についてはわからないのが正直な。 

○副市長 内部留保は、そもそも税引き後の利益を積み立てていくものですから、税引き後の利益の中から配当

を控除して、そのあと残ったものを企業の内部で留保しておくというということであります。したがって、その

内部留保が積み上がっているということなどは委員御指摘のとおりでございまして、国は今それをいわゆる従業

員、社員の給料を３％上げてくれという形で消費に回していく、いわゆる分配に回していくというような政策を

とって消費を喚起していくというようなことをやっているということでございますので、それも成果がなかなか

実は見えてこないというものでございます。 

○小澤彰一委員 副市長から御説明をいただいて納得するというか、塩尻市の中でも大企業と言われる企業があ

るわけで、例えば退職金などは積み立ては非課税です。全社員がいっときに辞めてもいいように蓄えていて、そ

れに対して課税されていない。例えば、絵画を買うとか、土地を買うとか、非課税のものでもって全部蓄えてい

て、今すぐそれを放出しろというのは物理的には無理だというふうには、私は誰かから聞いたことがあるのです

けれども、ただ、こういうものをやっぱりきちんとやっていかないと消費税の問題でも、いろいろこれは公平な

税制であるとかないとかという議論がありましたが、大企業の中に塩漬けにされているこういう資産があるとい

うことそのものが日本経済をやはり衰退させるということになると思うので、ぜひ市としても市内の大企業へ呼

びかけていただきたいと思います。給料がたった１％上がるだけでも、景気は大分好転すると思うのです。市税

だって当然上がるわけですし、ぜひそういうことを訴えていただきたいと思います。要望です。 

○委員長 ほかには。 

○永田公由委員 わかる範囲でいいので、３８ページの保育所等整備交付金とあるのだけれども、これは広丘と

郷原に未満児の民間の保育所ができるということなのだけれど、事業費とすればここに書いてある８，１００万

円と７，０００万円という事業費でいいということだね、総額。これでやるという申請が来ているということだ

ね。 

○財政課長 こちらにつきましては、補助対象事業費申請がこの額でいくということでございます。 

○永田公由委員 この額で来ているということだね。市は、この２つを合わせて１，９００万円、約２，０００

万円弱を支出する。それで事業者もやはり２，０００万円ぐらいずつ出すという理解でいいのか。 
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○財政課長 事業者負担につきましては、詳細を今把握しておりませんので、後ほどお答えをさせていただけれ

ば。 

○永田公由委員 あしたでいい。わかればでいい。 

 それと、次のページの４０ページに、地方創生推進交付金で、森林活用推進で１，５００万円、それから同じ

ページの一番下の自動運転技術実証で１，０００万円とありますけれども、これに補助金がつくことによって、

市も負担、補助金を出さなければいけないと思うのだけれども、市の出し分というのはどのぐらいですか。 

○財政課長 地方創生推進交付金につきましては、２分の１の補助となっております。あとは起債。残りの残額

については係長からお答えをさせていただきます。 

○財政係長 地方創生推進交付金につきましては、国の補助率が２分の１でございまして、残りの２分の１につ

きましては特別交付税で措置されますので、こちらのほうは財政力等によって変わってくるのですけれども、で

すので単純に２分の１以下の市のほうの負担となります。以上です。 

○永田公由委員 そうすると、総額では、例えば森林活用推進で１，５００万円つくと事業費とすれば総額で幾

らになるわけですか。３，０００万円ということですか。 

○財政係長 森林活用でいきますと補助金が１，５００万円でありますから、この２倍の３，０００万円が対象

事業費となっておりまして、そちらが事業費となります。以上です。 

○永田公由委員 これは、竹中工務店の関係というふうに理解していいわけですか。 

○財政係長 こちらは竹中工務店の関係とは関係ございません。そちらのほうは本年度の補正予算のほうになっ

ております。以上です。 

○永田公由委員 わかりました。 

○委員長 ほかに。 

少しお聞きします。ページで言うと５６ページ、基金繰り入れの関係で、合併振興基金繰入金２億５，２００

万円ほどありますが、あと、基金残高見込みはどのぐらいになるのでしょうか。 

○財政課長 合併振興基金につきましては少々お待ちください。合併振興基金でございますけれども、こちらに

つきましては１４億円程度となっております。 

○委員長 その基金全体がそのぐらいですよね。 

○財政課長 基金全体が１４億円ほどでございます。 

○委員長 では、ここで２億５，２００万円充当するので、残りは。これまでのもあるのかと。ないですか。 

○財政課長 係長から。 

○財政係長 令和２年度末の合併振興基金の残高につきましては、１１億４，０００万円ほどを予定しておりま

す。以上です。 

○委員長 それと、もう一点。合併特例債になりますが、令和２年度も庁舎と保育園と中央スポーツ公園あたり

に充当しますが、あと、充当できる残高はどのぐらいなのでしょうか。 

○財政課長 充当できる残額につきましては、残り６億円程度というところでございます。 

○委員長 ６億円。 

○財政課長 はい、６億円でございます。 
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○委員長 ほかにございますか。よろしいですか。 

それでは、質疑を終了します。全般について自由討議を行いますがありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので議案第１７号令和２年度塩尻市一般会計予算中、当委員会に付託されました部分につきまし

ては、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１７号中、当委員会に付託されました部分につきましては全員一致をもって

可決すべきものと決しました。 

以上をもちまして、本日の委員会は終了とし、あすは午前１０時から再開をいたします。大変御苦労さまでご

ざいました。 

午後４時１０分 閉会 
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